
◆主な内容

■加茂市の財政状況～令和３年度決算から～
■令和３年度決算
■かも防災・行政ナビが始まります
■加茂市ＣＳＯ就任のごあいさつ
■シリーズ・ごみ焼却場の今と今後
■ニューストピックス
■お知らせ
■加茂の風土記
■暮らしのカレンダー
■かもぴく
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表 2　その他過去の主な財政指標

区分

実質単年度収支

財政調整基金残高

財政力指数

経常収支比率

実質公債比率

将来負担比率

平成29年度

△1億 7,703万円

87万円

0.424

99.9％

12.3％

124.3％

平成30年度

3,444万円

2,237万円

0.426

98.6％

11.3％

121.9％

平成31年度（令和元）度

8,391 万円

1,351 万円

0.426

98.5％

10.1％

123.0％
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、
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き
い
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で
あ
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判
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き

ま
す
。
市
の
標
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な
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収
入
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標
準
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に
対
す
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合
で
過
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3
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間
の

平
均
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す
。
1
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え
る
と
収
入
が
経
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よ
り
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と
言
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ま
す
。

　
加
茂
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の
令
和
３
年
度
の
財
政
力
指
数
は
0.
4
1
4
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の
で
収
入
が
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り
ず
、
国

か
ら
の
財
源
に
依
存
し
て
い
る
状
況
で
す
。

　
近
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は
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で
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。
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と
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と
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。
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令
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と
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、
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付
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な
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す
。
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毎
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返
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、
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均
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。
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な
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入
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必
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。
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％
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付
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。
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付
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行財政健全化推進計画の進捗状況について（令和３年度実績）
令和２年２月に策定した「行財政健全化推進計画」の令和３年度における取組状況を報告します。
この計画では、市民の安心・安全な暮らしを守ることができるよう、また加茂市の未来のための新し
い事業に迅速に対応できるように財源を生み出すため、実質単年度収支の黒字化及び令和４年度末の
財政調整基金残高３億円にするための取組と目標効果額を設定しています。

１ 施策の効果額 ※目標効果額：計画16ページ「（10）行財政健全化施策の効果額一覧表」で掲げた額

項 目 目標効果額 令和３年度実績額 目標額との差
人件費の抑制 6,000万円 4,312万円 △ 1,688万円
補助金の見直し 4,000万円 7,940万円 3,940万円
事務・事業の見直し 7,300万円 1億 5,662万円 8,362万円
自主財源の確保 2,200万円 2億 7,909万円 2億 5,709万円
下水道使用料の改定 2,700万円 3,114万円 414万円

合 計 2億 2,200万円 5億8,937万円 3億 6,737万円

◆令和３年度は、目標効果額合計 2億 2,200万円に対して、5億 8,937万円の実績となり、目標を
上回る結果となりました。
◆「人件費の抑制」については、組織再編に加え、新規事業の立ち上げも多かったことから、新規採
用職員数を予定通り抑制することができなかったため、目標を達成できませんでした。
◆「事務・事業の見直し」については、加茂 美人の湯への指定管理者導入による効果額 5,583万円
や電気契約の見直しによる効果額3,019万円などにより、目標を上回りました。
◆「自主財源の確保」については、ふるさと納税の返礼品の拡充や広告宣伝の強化による寄附金額
の増に伴う効果額 2 億2,774 万円や市税等の徴収体制の強化による収納率の向上に伴う効果額
4,828万円などにより、目標額を大きく上回りました。

２ 収支の状況（普通会計）          単位：万円

平成29年度 平成30年度 令和元年度 令和２年度 令和３年度
歳入 117億9,282 112億9,277 113億1,225 150億 969 136億9,902
歳出 117億5,883 112億3,499 111億7,959 144億4,432 126億5,991

実質収支 223 1,492 1億 743 5億4,597 10億1,610
実質単年度収支 △1億 7,703 3,444 8,391 4億9,748 8億1,079

※実質単年度収支：単年度収支に実質的な黒字要素（財政調整基金への積立額や市債の繰上償還）
を加え、赤字要素（財政調整基金の取崩し額）を差し引いた額

※単 年 度 収 支：実質収支（歳入から歳出を差し引いた額から翌年度に繰り越した事業の財源を
控除した額）から、その前年度の実質収支を差し引いた額

３ 財政調整基金の残高               単位：万円

平成 29年度 平成 30年度 令和元年度 令和２年度 令和３年度
財政調整基金残高 87 2,237 1,351 7,226

令和３年度末の財政調整基金残高は 4億1,261万円となり、目標額の 2億4,000万円
を上回りました。

行
財
政
健
全
化
推
進
計
画
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進
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目標達成！

4億1,261
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３
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に
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に
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。
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。
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な
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収
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。
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４
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収
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表 1　令和 2年度と令和 3年度の主な財政指標の比較

実質単年度収支

財政調整基金残高

財政力指数

経常収支比率

実質公債比率

将来負担比率

区分 令和 2年度 令和 3年度
4億９,748万円

7,226万円

0.425

95.5％

9.3％

114.6％

8億１,079万円
（+3 億 1,331 万円）

4億1,261万円
（+3億 4,035 万円）

0.414
（－0.011）

89.5％
（－6.0％）

9.1％
（－0.2％）

99.0％
（－15.6％）
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表 2　その他過去の主な財政指標
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行財政健全化推進計画の進捗状況について（令和３年度実績）
令和２年２月に策定した「行財政健全化推進計画」の令和３年度における取組状況を報告します。
この計画では、市民の安心・安全な暮らしを守ることができるよう、また加茂市の未来のための新し
い事業に迅速に対応できるように財源を生み出すため、実質単年度収支の黒字化及び令和４年度末の
財政調整基金残高３億円にするための取組と目標効果額を設定しています。

１ 施策の効果額 ※目標効果額：計画16ページ「（10）行財政健全化施策の効果額一覧表」で掲げた額

項 目 目標効果額 令和３年度実績額 目標額との差
人件費の抑制 6,000万円 4,312万円 △ 1,688万円
補助金の見直し 4,000万円 7,940万円 3,940万円
事務・事業の見直し 7,300万円 1億 5,662万円 8,362万円
自主財源の確保 2,200万円 2億 7,909万円 2億 5,709万円
下水道使用料の改定 2,700万円 3,114万円 414万円

合 計 2億 2,200万円 5億8,937万円 3億 6,737万円

◆令和３年度は、目標効果額合計 2億 2,200万円に対して、5億 8,937万円の実績となり、目標を
上回る結果となりました。
◆「人件費の抑制」については、組織再編に加え、新規事業の立ち上げも多かったことから、新規採
用職員数を予定通り抑制することができなかったため、目標を達成できませんでした。
◆「事務・事業の見直し」については、加茂 美人の湯への指定管理者導入による効果額 5,583万円
や電気契約の見直しによる効果額3,019万円などにより、目標を上回りました。
◆「自主財源の確保」については、ふるさと納税の返礼品の拡充や広告宣伝の強化による寄附金額
の増に伴う効果額 2 億2,774 万円や市税等の徴収体制の強化による収納率の向上に伴う効果額
4,828万円などにより、目標額を大きく上回りました。

２ 収支の状況（普通会計）          単位：万円

平成29年度 平成30年度 令和元年度 令和２年度 令和３年度
歳入 117億9,282 112億9,277 113億1,225 150億 969 136億9,902
歳出 117億5,883 112億3,499 111億7,959 144億4,432 126億5,991

実質収支 223 1,492 1億 743 5億4,597 10億1,610
実質単年度収支 △1億 7,703 3,444 8,391 4億9,748 8億1,079

※実質単年度収支：単年度収支に実質的な黒字要素（財政調整基金への積立額や市債の繰上償還）
を加え、赤字要素（財政調整基金の取崩し額）を差し引いた額

※単 年 度 収 支：実質収支（歳入から歳出を差し引いた額から翌年度に繰り越した事業の財源を
控除した額）から、その前年度の実質収支を差し引いた額

３ 財政調整基金の残高               単位：万円

平成 29年度 平成 30年度 令和元年度 令和２年度 令和３年度
財政調整基金残高 87 2,237 1,351 7,226

令和３年度末の財政調整基金残高は 4億1,261万円となり、目標額の 2億4,000万円
を上回りました。

行
財
政
健
全
化
推
進
計
画
の
進
歩
状
況
に
つ
い
て

目標達成！

4億1,261
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表紙

加
茂
市
の
財
政
状
況

〜
令
和
３
年
度
決
算
か
ら
〜

加
茂
市
長
　
藤
田
明
美

　
令
和
３
年
度
決
算
か
ら
加
茂
市
の
財
政
状
況
を
ご
説
明
い
た
し
ま
す
。
実
質
単
年

度
収
支
、
財
政
調
整
基
金
、
経
常
収
支
比
率
、
実
質
公
債
費
比
率
、
将
来
負
担
比
率

に
つ
い
て
解
説
し
、
主
要
な
指
標
に
つ
い
て
加
茂
市
の
過
去
の
数
値
と
比
較
し
な
が

ら
財
政
状
況
を
チ
ェ
ッ
ク
し
ま
す
。

　
用
語
の
説
明
に
つ
い
て
は
、
わ
か
り
や
す
く
お
伝
え
す
る
た
め
大
ま
か
に
表
現
し

て
い
ま
す
。

　
当
該
年
度
の
み
の
収
入
と
支
出
の
差
で
す
。
こ
れ
が
赤
字
に
な
る
と
、
そ
の
年
度
の

収
入
だ
け
で
は
必
要
な
支
出
が
ま
か
な
い
き
れ
な
か
っ
た
こ
と
を
意
味
し
て
い
ま
す
。

　
令
和
元
年
度
は
財
政
調
整
基
金
以
外
の
基
金
を
取
り
崩
し
て
黒
字
と
な
り
ま
し
た

が
、
令
和
３
年
度
は
令
和
2
年
度
に
引
き
続
き
基
金
を
取
り
崩
す
こ
と
な
く
黒
字
と
な

り
ま
し
た
。

　
実
質
単
年
度
収
支
が
黒
字
に
な
る
こ
と
で
、
財
政
調
整
基
金
を
積
み
立
て
る
こ
と
が

で
き
る
よ
う
に
な
り
ま
す
。

　
家
計
の
貯
金
に
例
え
る
こ
と
が
で
き
ま
す
。
収
入
が
著
し
く
減
っ
た
時
や
、
一
時
的

な
支
出
が
必
要
に
な
っ
た
時
な
ど
に
取
り
崩
し
て
い
ま
す
。
行
財
政
健
全
化
推
進
計
画

で
は
、
令
和
2
年
度
末
に
7
千
万
円
、
令
和
3
年
度
末
に
2
億
4
千
万
円
、
令
和
4
年

度
末
ま
で
に
3
億
円
を
積
み
立
て
る
こ
と
を
目
標
と
し
て
い
ま
す
。

　
令
和
３
年
度
末
の
残
高
は
、
約
４
億
1
3
0
0
万
円
で
1
年
前
倒
し
で
目
標
額
を
達

成
す
る
こ
と
が
で
き
ま
し
た
。

実
質
単
年
度
収
支

じ
っ
し
つ
た
ん

ね

ん

ど

し
ゅ
う
し

財
政
調
整
基
金

ざ
い
せ
い
ち
ょ
う
せ
い
き

き

ん

表 1　令和 2年度と令和 3年度の主な財政指標の比較

実質単年度収支

財政調整基金残高

財政力指数

経常収支比率

実質公債比率

将来負担比率

区分 令和 2年度 令和 3年度
4億９,748万円

7,226万円

0.425

95.5％

9.3％

114.6％

8億１,079万円
（+3 億 1,331 万円）

4億1,261万円
（+3億 4,035 万円）

0.414
（－0.011）

89.5％
（－6.0％）

9.1％
（－0.2％）

99.0％
（－15.6％）
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令
和
3
年
度
決
算

令和3年度決算
　令和 3 年度の決算がまとまり、市議会９月定例会に
おいて認定されました。  一般会計と特別会計の歳出の
合計は 209 億 3085 万円となっています。この内容を
表とグラフでご覧ください。

一般会計137億4,714万円

28億2,528

3億3,530

484

17億5,363

30億9,677

2億700

30億8,250

3億4,070

3150

17億7,352

33億9,661

2億748

2億5,722

540

2,666

1,989

2億9,984

48

市税の負担状況

市民1人当たりの
　　 一般会計歳出額561,697円

（ ）令和4年3月31日現在の人　口
世帯数

25,390
10,137

人
世帯

収入済額　１人当たり １世帯当たり
市 民 税
固 定 資 産 税
軽 自 動 車 税
市 た ば こ 税
入 湯 税
都 市 計 画 税

民生費
教育費
土木費
公債費

11億4,231万円
11億1,235万円

9,441万円
1億3,889万円

199万円
1億1,012万円

44,991円
43,811円
3,718円
5,470円
78円

4,337円

112,687円
109,732円
9,313円
13,701円
196円

10,863円

168,099円
59,881円
60,951円
39,841円

扶 助 費
人 件 費
繰 出 金
物 件 費
公 債 費
補助費など
投資出資など
建設事業費
そ の 他

総 務 債
民 生 債
衛 生 債
労 働 債
農 林 水 産 業 債
土 木 債
消 防 債
教 育 債
災 害 復 旧 債
転 貸 債
減 税 補 て ん 債
臨時財政対策債
退 職 手 当 債
減 収 補 て ん 債
行政改革推進債

総務費
商工費
衛生費
その他

62,751円
34,765円
39,805円
34,420円

23億7,036万円
19億5,797万円
18億7,477万円
17億4,519万円
9億7,473万円
16億7,800万円
3億8,164万円
8億3,150万円
8億4,575万円

0万円
2,386万円
4億54万円
5,210万円
6,118万円

13億7,129万円
6,393万円
9億589万円
7,985万円
60万円

2,840万円
47億7,025万円
10億689万円
2億6,578万円
4,630万円

18.7％
15.5％
14.8％
13.8％
7.7％
13.3％
3.0％
6.6％

性質別経費（普通会計）

合　　計 126億5,991万円

性質別経費は統計の取り方が異なるため一般会計
歳出額とは一致しません。

　市債の現在高は90億7,686万円で国が全額負担する
分を除くと42億7,821万円となり、これを返済すると
き、国がさらにその一部を負担しますので、実際に
加茂市が返済する金額は28億7,002万円になります。

区　　　分 現 在 高

一般会計総計 90億7,686万円

市債の現在高

地方消費税交付金
6億3,067万円（4.6％）
地方消費税交付金
6億3,067万円（4.6％）

その他
10億6.313万円（7.7％）

地方交付税
44億7,646万円
　　　（32.6％）

（137億4,714万円）

（127億803万円）

市税
26億7万円
（18.9％）

国庫支出金
22億748万円
（16.1％）

（5.7％）

諸収入
4億9,224万円（3.6％）

市債
9億770万円（6.6％）
市債
9億770万円（6.6％）

県支出金
8億4,357万円
（6.1％）

民生費
42億6,803万円
（33.6％）

民生費
42億6,803万円
（33.6％）

教育費
15億2,037万円
（12％）

教育費
15億2,037万円
（12％）

土木費
15億4,754万円
（12.2％）

土木費
15億4,754万円
（12.2％）

公債費
10億1,156万円
（8％）

公債費
10億1,156万円
（8％）

総務費
15億9,325万円
（12.5％）

総務費
15億9,325万円
（12.5％）

商工費
8億8,269万円
（7.0％）

衛生費
10億1,066万円（8.0％）

その他
8億７,393万円（6.7％）

一般会計決算

国民健康保険

後期高齢者医療

宅地造成事業

下 水 道 事 業

介 護 保 険

在宅介護サービス事業

（単位：万円）

　加茂市では、これまで防災行政無線を整備しておらず、スマートフォ
ン等の携帯電話を持っていない方への避難情報などの緊急情報の伝達が
課題でしたが、令和５年2月から災害時の避難情報や行政情報をタブレッ
ト型戸別受信機とスマートフォン用アプリで受信・確認ができるように
なります。

「タブレット型戸別受信機」の無償貸与を受けられる方は、下記のとおりです。
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主
な
財
政
指
標

表 2　その他過去の主な財政指標

区分

実質単年度収支

財政調整基金残高

財政力指数

経常収支比率

実質公債比率

将来負担比率

平成29年度

△1億 7,703万円

87万円

0.424

99.9％

12.3％

124.3％

平成30年度

3,444万円

2,237万円

0.426

98.6％

11.3％

121.9％

平成31年度（令和元）度

8,391 万円

1,351 万円

0.426

98.5％

10.1％

123.0％

　
財
政
の
豊
か
さ
の
程
度
を
表
し
、
数
値
が
大
き
い
ほ
ど
豊
か
で
あ
る
と
判
断
で
き

ま
す
。
市
の
標
準
的
な
税
収
入
の
標
準
的
な
経
費
に
対
す
る
割
合
で
過
去
3
年
間
の

平
均
値
で
す
。
1
を
超
え
る
と
収
入
が
経
費
よ
り
多
い
と
言
え
ま
す
。

　
加
茂
市
の
令
和
３
年
度
の
財
政
力
指
数
は
0.
4
1
4
な
の
で
収
入
が
足
り
ず
、
国

か
ら
の
財
源
に
依
存
し
て
い
る
状
況
で
す
。

　
近
年
は
横
ば
い
で
推
移
し
て
い
ま
す
。

財
政
力
指
数

ざ
い
せ
い
り
ょ
く
し

す

う

　
財
政
の
ゆ
と
り
の
程
度
を
表
し
、
数
値
が
小
さ
い
ほ
ど
ゆ
と
り
が
あ
る
と
判
断
で

き
ま
す
。
経
常
経
費
（
毎
年
度
決
ま
っ
て
出
て
い
く
支
出
）
の
経
常
一
般
財
源
（
毎

年
度
決
ま
っ
て
入
っ
て
く
る
収
入
）
に
対
す
る
割
合
で
す
。
令
和
３
年
度
は

89
.5
％
と
令
和
2
年
度
と
比
較
し
て
6.
0
ポ
イ
ン
ト
改
善
さ
れ
ま
し
た
が
、
一

時
的
な
普
通
交
付
税
の
増
額
が
要
因
の
た
め
、
自
由
に
使
え
る
お
金
が
多
く
な
っ
た

と
は
言
え
な
い
状
態
で
す
。

経
常
収
支
比
率

け
い
じ
ょ
う
し
ゅ
う
し

ひ

り

つ

　
毎
年
の
借
入
金
返
済
額
の
財
政
規
模
に
対
す
る
割
合
で
、
過
去
3
年
間
の
平
均
値

で
す
。
18
％
以
上
と
な
る
と
市
債
の
借
り
入
れ
に
許
可
が
必
要
と
な
り
ま
す
。
令
和

３
年
度
は
9.
１
％
と
な
り
改
善
し
ま
し
た
が
、
こ
ち
ら
も
普
通
交
付
税
の
一
時
的

な
増
額
が
要
因
で
あ
る
こ
と
か
ら
油
断
は
で
き
ま
せ
ん
。

　
借
入
金
残
高
な
ど
負
債
の
財
政
規
模
に
対
す
る
割
合
で
、
将
来
負
担
す
べ
き
負
債

額
に
つ
い
て
過
大
か
ど
う
か
を
測
り
ま
す
。
財
政
調
整
基
金
残
高
や
普
通
交
付
税
の

増
に
よ
り
、
令
和
３
年
度
は
99.

0
％
に
改
善
さ
れ
ま
し
た
。

実
質
公
債
費
比
率

じ
っ
し
つ
こ
う
さ
い

ひ
　
ひ

り

つ

将
来
負
担
比
率

し
ょ
う
ら
い
ふ

た

ん
　
ひ
　
り
　
つ

行財政健全化推進計画の進捗状況について（令和３年度実績）
令和２年２月に策定した「行財政健全化推進計画」の令和３年度における取組状況を報告します。
この計画では、市民の安心・安全な暮らしを守ることができるよう、また加茂市の未来のための新し
い事業に迅速に対応できるように財源を生み出すため、実質単年度収支の黒字化及び令和４年度末の
財政調整基金残高３億円にするための取組と目標効果額を設定しています。

１ 施策の効果額 ※目標効果額：計画16ページ「（10）行財政健全化施策の効果額一覧表」で掲げた額

項 目 目標効果額 令和３年度実績額 目標額との差
人件費の抑制 6,000万円 4,312万円 △ 1,688万円
補助金の見直し 4,000万円 7,940万円 3,940万円
事務・事業の見直し 7,300万円 1億 5,662万円 8,362万円
自主財源の確保 2,200万円 2億 7,909万円 2億 5,709万円
下水道使用料の改定 2,700万円 3,114万円 414万円

合 計 2億 2,200万円 5億8,937万円 3億 6,737万円

◆令和３年度は、目標効果額合計 2億 2,200万円に対して、5億 8,937万円の実績となり、目標を
上回る結果となりました。
◆「人件費の抑制」については、組織再編に加え、新規事業の立ち上げも多かったことから、新規採
用職員数を予定通り抑制することができなかったため、目標を達成できませんでした。
◆「事務・事業の見直し」については、加茂 美人の湯への指定管理者導入による効果額 5,583万円
や電気契約の見直しによる効果額3,019万円などにより、目標を上回りました。
◆「自主財源の確保」については、ふるさと納税の返礼品の拡充や広告宣伝の強化による寄附金額
の増に伴う効果額 2 億2,774 万円や市税等の徴収体制の強化による収納率の向上に伴う効果額
4,828万円などにより、目標額を大きく上回りました。

２ 収支の状況（普通会計）          単位：万円

平成29年度 平成30年度 令和元年度 令和２年度 令和３年度
歳入 117億9,282 112億9,277 113億1,225 150億 969 136億9,902
歳出 117億5,883 112億3,499 111億7,959 144億4,432 126億5,991

実質収支 223 1,492 1億 743 5億4,597 10億1,610
実質単年度収支 △1億 7,703 3,444 8,391 4億9,748 8億1,079

※実質単年度収支：単年度収支に実質的な黒字要素（財政調整基金への積立額や市債の繰上償還）
を加え、赤字要素（財政調整基金の取崩し額）を差し引いた額

※単 年 度 収 支：実質収支（歳入から歳出を差し引いた額から翌年度に繰り越した事業の財源を
控除した額）から、その前年度の実質収支を差し引いた額

３ 財政調整基金の残高               単位：万円

平成 29年度 平成 30年度 令和元年度 令和２年度 令和３年度
財政調整基金残高 87 2,237 1,351 7,226

令和３年度末の財政調整基金残高は 4億1,261万円となり、目標額の 2億4,000万円
を上回りました。

行
財
政
健
全
化
推
進
計
画
の
進
歩
状
況
に
つ
い
て

目標達成！

4億1,261
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令和3年度決算
　令和 3 年度の決算がまとまり、市議会９月定例会に
おいて認定されました。  一般会計と特別会計の歳出の
合計は 209 億 3085 万円となっています。この内容を
表とグラフでご覧ください。

一般会計137億4,714万円

28億2,528

3億3,530

484

17億5,363

30億9,677

2億700

30億8,250

3億4,070

3150

17億7,352

33億9,661

2億748

2億5,722

540

2,666

1,989

2億9,984

48

市税の負担状況

市民1人当たりの
　　 一般会計歳出額561,697円

（ ）令和4年3月31日現在の人　口
世帯数

25,390
10,137

人
世帯

収入済額　１人当たり １世帯当たり
市 民 税
固 定 資 産 税
軽 自 動 車 税
市 た ば こ 税
入 湯 税
都 市 計 画 税

民生費
教育費
土木費
公債費

11億4,231万円
11億1,235万円

9,441万円
1億3,889万円

199万円
1億1,012万円

44,991円
43,811円
3,718円
5,470円
78円

4,337円

112,687円
109,732円
9,313円
13,701円
196円

10,863円

168,099円
59,881円
60,951円
39,841円

扶 助 費
人 件 費
繰 出 金
物 件 費
公 債 費
補助費など
投資出資など
建設事業費
そ の 他

総 務 債
民 生 債
衛 生 債
労 働 債
農 林 水 産 業 債
土 木 債
消 防 債
教 育 債
災 害 復 旧 債
転 貸 債
減 税 補 て ん 債
臨時財政対策債
退 職 手 当 債
減 収 補 て ん 債
行政改革推進債

総務費
商工費
衛生費
その他

62,751円
34,765円
39,805円
34,420円

23億7,036万円
19億5,797万円
18億7,477万円
17億4,519万円
9億7,473万円
16億7,800万円
3億8,164万円
8億3,150万円
8億4,575万円

0万円
2,386万円
4億54万円
5,210万円
6,118万円

13億7,129万円
6,393万円
9億589万円
7,985万円
60万円

2,840万円
47億7,025万円
10億689万円
2億6,578万円
4,630万円

18.7％
15.5％
14.8％
13.8％
7.7％
13.3％
3.0％
6.6％

性質別経費（普通会計）

合　　計 126億5,991万円

性質別経費は統計の取り方が異なるため一般会計
歳出額とは一致しません。

　市債の現在高は90億7,686万円で国が全額負担する
分を除くと42億7,821万円となり、これを返済すると
き、国がさらにその一部を負担しますので、実際に
加茂市が返済する金額は28億7,002万円になります。

区　　　分 現 在 高

一般会計総計 90億7,686万円

市債の現在高

地方消費税交付金
6億3,067万円（4.6％）
地方消費税交付金
6億3,067万円（4.6％）

その他
10億6.313万円（7.7％）

地方交付税
44億7,646万円
　　　（32.6％）

（137億4,714万円）

（127億803万円）

市税
26億7万円
（18.9％）

国庫支出金
22億748万円
（16.1％）

（5.7％）

諸収入
4億9,224万円（3.6％）

市債
9億770万円（6.6％）
市債
9億770万円（6.6％）

県支出金
8億4,357万円
（6.1％）

民生費
42億6,803万円
（33.6％）

民生費
42億6,803万円
（33.6％）

教育費
15億2,037万円
（12％）

教育費
15億2,037万円
（12％）

土木費
15億4,754万円
（12.2％）

土木費
15億4,754万円
（12.2％）

公債費
10億1,156万円
（8％）

公債費
10億1,156万円
（8％）

総務費
15億9,325万円
（12.5％）

総務費
15億9,325万円
（12.5％）

商工費
8億8,269万円
（7.0％）

衛生費
10億1,066万円（8.0％）

その他
8億７,393万円（6.7％）

一般会計決算

国民健康保険

後期高齢者医療

宅地造成事業

下 水 道 事 業

介 護 保 険

在宅介護サービス事業

（単位：万円）

　加茂市では、これまで防災行政無線を整備しておらず、スマートフォ
ン等の携帯電話を持っていない方への避難情報などの緊急情報の伝達が
課題でしたが、令和５年2月から災害時の避難情報や行政情報をタブレッ
ト型戸別受信機とスマートフォン用アプリで受信・確認ができるように
なります。

「タブレット型戸別受信機」の無償貸与を受けられる方は、下記のとおりです。
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主
な
財
政
指
標

表 2　その他過去の主な財政指標

区分

実質単年度収支

財政調整基金残高

財政力指数

経常収支比率

実質公債比率

将来負担比率

平成29年度

△1億 7,703万円

87万円

0.424

99.9％

12.3％

124.3％

平成30年度

3,444万円

2,237万円

0.426

98.6％

11.3％

121.9％

平成31年度（令和元）度

8,391 万円

1,351 万円

0.426

98.5％

10.1％

123.0％

　
財
政
の
豊
か
さ
の
程
度
を
表
し
、
数
値
が
大
き
い
ほ
ど
豊
か
で
あ
る
と
判
断
で
き

ま
す
。
市
の
標
準
的
な
税
収
入
の
標
準
的
な
経
費
に
対
す
る
割
合
で
過
去
3
年
間
の

平
均
値
で
す
。
1
を
超
え
る
と
収
入
が
経
費
よ
り
多
い
と
言
え
ま
す
。

　
加
茂
市
の
令
和
３
年
度
の
財
政
力
指
数
は
0.
4
1
4
な
の
で
収
入
が
足
り
ず
、
国

か
ら
の
財
源
に
依
存
し
て
い
る
状
況
で
す
。

　
近
年
は
横
ば
い
で
推
移
し
て
い
ま
す
。

財
政
力
指
数

ざ
い
せ
い
り
ょ
く
し

す

う

　
財
政
の
ゆ
と
り
の
程
度
を
表
し
、
数
値
が
小
さ
い
ほ
ど
ゆ
と
り
が
あ
る
と
判
断
で

き
ま
す
。
経
常
経
費
（
毎
年
度
決
ま
っ
て
出
て
い
く
支
出
）
の
経
常
一
般
財
源
（
毎

年
度
決
ま
っ
て
入
っ
て
く
る
収
入
）
に
対
す
る
割
合
で
す
。
令
和
３
年
度
は

89
.5
％
と
令
和
2
年
度
と
比
較
し
て
6.
0
ポ
イ
ン
ト
改
善
さ
れ
ま
し
た
が
、
一

時
的
な
普
通
交
付
税
の
増
額
が
要
因
の
た
め
、
自
由
に
使
え
る
お
金
が
多
く
な
っ
た

と
は
言
え
な
い
状
態
で
す
。

経
常
収
支
比
率

け
い
じ
ょ
う
し
ゅ
う
し

ひ

り

つ

　
毎
年
の
借
入
金
返
済
額
の
財
政
規
模
に
対
す
る
割
合
で
、
過
去
3
年
間
の
平
均
値

で
す
。
18
％
以
上
と
な
る
と
市
債
の
借
り
入
れ
に
許
可
が
必
要
と
な
り
ま
す
。
令
和

３
年
度
は
9.
１
％
と
な
り
改
善
し
ま
し
た
が
、
こ
ち
ら
も
普
通
交
付
税
の
一
時
的

な
増
額
が
要
因
で
あ
る
こ
と
か
ら
油
断
は
で
き
ま
せ
ん
。

　
借
入
金
残
高
な
ど
負
債
の
財
政
規
模
に
対
す
る
割
合
で
、
将
来
負
担
す
べ
き
負
債

額
に
つ
い
て
過
大
か
ど
う
か
を
測
り
ま
す
。
財
政
調
整
基
金
残
高
や
普
通
交
付
税
の

増
に
よ
り
、
令
和
３
年
度
は
99.

0
％
に
改
善
さ
れ
ま
し
た
。

実
質
公
債
費
比
率

じ
っ
し
つ
こ
う
さ
い

ひ
　
ひ

り

つ

将
来
負
担
比
率

し
ょ
う
ら
い
ふ

た

ん
　
ひ
　
り
　
つ

行財政健全化推進計画の進捗状況について（令和３年度実績）
令和２年２月に策定した「行財政健全化推進計画」の令和３年度における取組状況を報告します。
この計画では、市民の安心・安全な暮らしを守ることができるよう、また加茂市の未来のための新し
い事業に迅速に対応できるように財源を生み出すため、実質単年度収支の黒字化及び令和４年度末の
財政調整基金残高３億円にするための取組と目標効果額を設定しています。

１ 施策の効果額 ※目標効果額：計画16ページ「（10）行財政健全化施策の効果額一覧表」で掲げた額

項 目 目標効果額 令和３年度実績額 目標額との差
人件費の抑制 6,000万円 4,312万円 △ 1,688万円
補助金の見直し 4,000万円 7,940万円 3,940万円
事務・事業の見直し 7,300万円 1億 5,662万円 8,362万円
自主財源の確保 2,200万円 2億 7,909万円 2億 5,709万円
下水道使用料の改定 2,700万円 3,114万円 414万円

合 計 2億 2,200万円 5億8,937万円 3億 6,737万円

◆令和３年度は、目標効果額合計 2億 2,200万円に対して、5億 8,937万円の実績となり、目標を
上回る結果となりました。
◆「人件費の抑制」については、組織再編に加え、新規事業の立ち上げも多かったことから、新規採
用職員数を予定通り抑制することができなかったため、目標を達成できませんでした。
◆「事務・事業の見直し」については、加茂 美人の湯への指定管理者導入による効果額 5,583万円
や電気契約の見直しによる効果額3,019万円などにより、目標を上回りました。
◆「自主財源の確保」については、ふるさと納税の返礼品の拡充や広告宣伝の強化による寄附金額
の増に伴う効果額 2 億2,774 万円や市税等の徴収体制の強化による収納率の向上に伴う効果額
4,828万円などにより、目標額を大きく上回りました。

２ 収支の状況（普通会計）          単位：万円

平成29年度 平成30年度 令和元年度 令和２年度 令和３年度
歳入 117億9,282 112億9,277 113億1,225 150億 969 136億9,902
歳出 117億5,883 112億3,499 111億7,959 144億4,432 126億5,991

実質収支 223 1,492 1億 743 5億4,597 10億1,610
実質単年度収支 △1億 7,703 3,444 8,391 4億9,748 8億1,079

※実質単年度収支：単年度収支に実質的な黒字要素（財政調整基金への積立額や市債の繰上償還）
を加え、赤字要素（財政調整基金の取崩し額）を差し引いた額

※単 年 度 収 支：実質収支（歳入から歳出を差し引いた額から翌年度に繰り越した事業の財源を
控除した額）から、その前年度の実質収支を差し引いた額

３ 財政調整基金の残高               単位：万円

平成 29年度 平成 30年度 令和元年度 令和２年度 令和３年度
財政調整基金残高 87 2,237 1,351 7,226

令和３年度末の財政調整基金残高は 4億1,261万円となり、目標額の 2億4,000万円
を上回りました。

行
財
政
健
全
化
推
進
計
画
の
進
歩
状
況
に
つ
い
て

目標達成！

4億1,261
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か
も
防
災
ナ
ビ
・
行
政
ナ
ビ
が
始
ま
り
ま
す

加茂市は、令和４年１０月１日付で
ＣＳＯ（Ｃｈｉｅｆ Ｓｔｒａｔｅｇｙ 
Ｏｆｆｉｃｅｒ：最高戦略責任者）とし
て、市川恭嗣さんを採用しました。

た か し

藤田市長と、委嘱状を受け取る市川さん

　加茂市は「北越の小京都」と呼ばれ、豊かな自然、歴史、文化や伝統産業と人々の生

活が調和した魅力的なまちです。しかしながら、多くの地方自治体と同様に人口減少・

少子高齢化が進むなかで、老朽化した公共施設の維持、財政運営、地域コミュニティー

の維持など課題が生じているほか、教育や福祉などの分野でもこれまでの取り組みでは

対応できない変化に直面しています。

昨年度、四半世紀ぶりに策定された加茂市総合計画では、まちづくりの主役である市民

の皆様と連携・協働しながら、行政としてこれらの課題に正面から取り組んでいく覚悟が

述べられています。総合計画でも言及されておりますが、これらの実現のためには経営の

視点を持った行政運営と合理的根拠に基づく政策立案が不可欠です。

　私は前職にて、三現主義（現地・現物・現実）に基づ

く経営戦略の策定・実行に取り組んでまいりました。課

題解決に求められるのは、とっぴなアイデアや発想では

なく、関係者と協調した粘り強く地道な取り組みの繰り

返しだと考えております。加茂市においても、現場に立ち、

市民・団体・企業・行政の皆さまと協働しながら、「笑顔あふれるまち 加茂」の実現に向け、

地域の魅力の発掘・発信と総合計画の着実な推進に取り組んでまいります。

市川 恭嗣さん　就任コメント

市川恭嗣さん……34 歳、愛知県出身。京都大学経済学部卒。東京電力、国会議員秘書を経て 2015 年
に豊田通商に入社。大手 BtoC 顧客向け新規サービス立ち上げ後、M&A などによる IT 子会社群再編
に従事。トヨタシステムズ戦略企画本部出向を経て、直前はタイ・バンコクに駐在、現地事業会社に
て新規事業および経営企画の部門長を務めました。

タイ・バンコク駐在時の市川さん
（左から２番目）

加
茂
市
C
S
O
就
任
の
ご
あ
い
さ
つ
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令
和
3
年
度
決
算

令和3年度決算
　令和 3 年度の決算がまとまり、市議会９月定例会に
おいて認定されました。  一般会計と特別会計の歳出の
合計は 209 億 3085 万円となっています。この内容を
表とグラフでご覧ください。

一般会計137億4,714万円

28億2,528

3億3,530

484

17億5,363

30億9,677

2億700

30億8,250

3億4,070

3150

17億7,352

33億9,661

2億748

2億5,722

540

2,666

1,989

2億9,984

48

市税の負担状況

市民1人当たりの
　　 一般会計歳出額561,697円

（ ）令和4年3月31日現在の人　口
世帯数

25,390
10,137

人
世帯

収入済額　１人当たり １世帯当たり
市 民 税
固 定 資 産 税
軽 自 動 車 税
市 た ば こ 税
入 湯 税
都 市 計 画 税

民生費
教育費
土木費
公債費

11億4,231万円
11億1,235万円

9,441万円
1億3,889万円

199万円
1億1,012万円

44,991円
43,811円
3,718円
5,470円
78円

4,337円

112,687円
109,732円
9,313円
13,701円
196円

10,863円

168,099円
59,881円
60,951円
39,841円

扶 助 費
人 件 費
繰 出 金
物 件 費
公 債 費
補助費など
投資出資など
建設事業費
そ の 他

総 務 債
民 生 債
衛 生 債
労 働 債
農 林 水 産 業 債
土 木 債
消 防 債
教 育 債
災 害 復 旧 債
転 貸 債
減 税 補 て ん 債
臨時財政対策債
退 職 手 当 債
減 収 補 て ん 債
行政改革推進債

総務費
商工費
衛生費
その他

62,751円
34,765円
39,805円
34,420円

23億7,036万円
19億5,797万円
18億7,477万円
17億4,519万円
9億7,473万円
16億7,800万円
3億8,164万円
8億3,150万円
8億4,575万円

0万円
2,386万円
4億54万円
5,210万円
6,118万円

13億7,129万円
6,393万円
9億589万円
7,985万円
60万円

2,840万円
47億7,025万円
10億689万円
2億6,578万円
4,630万円

18.7％
15.5％
14.8％
13.8％
7.7％
13.3％
3.0％
6.6％

性質別経費（普通会計）

合　　計 126億5,991万円

性質別経費は統計の取り方が異なるため一般会計
歳出額とは一致しません。

　市債の現在高は90億7,686万円で国が全額負担する
分を除くと42億7,821万円となり、これを返済すると
き、国がさらにその一部を負担しますので、実際に
加茂市が返済する金額は28億7,002万円になります。

区　　　分 現 在 高

一般会計総計 90億7,686万円

市債の現在高

地方消費税交付金
6億3,067万円（4.6％）
地方消費税交付金
6億3,067万円（4.6％）

その他
10億6.313万円（7.7％）

地方交付税
44億7,646万円
　　　（32.6％）

（137億4,714万円）

（127億803万円）

市税
26億7万円
（18.9％）

国庫支出金
22億748万円
（16.1％）

（5.7％）

諸収入
4億9,224万円（3.6％）

市債
9億770万円（6.6％）
市債
9億770万円（6.6％）

県支出金
8億4,357万円
（6.1％）

民生費
42億6,803万円
（33.6％）

民生費
42億6,803万円
（33.6％）

教育費
15億2,037万円
（12％）

教育費
15億2,037万円
（12％）

土木費
15億4,754万円
（12.2％）

土木費
15億4,754万円
（12.2％）

公債費
10億1,156万円
（8％）

公債費
10億1,156万円
（8％）

総務費
15億9,325万円
（12.5％）

総務費
15億9,325万円
（12.5％）

商工費
8億8,269万円
（7.0％）

衛生費
10億1,066万円（8.0％）

その他
8億７,393万円（6.7％）

一般会計決算

国民健康保険

後期高齢者医療

宅地造成事業

下 水 道 事 業

介 護 保 険

在宅介護サービス事業

（単位：万円）

　加茂市では、これまで防災行政無線を整備しておらず、スマートフォ
ン等の携帯電話を持っていない方への避難情報などの緊急情報の伝達が
課題でしたが、令和５年2月から災害時の避難情報や行政情報をタブレッ
ト型戸別受信機とスマートフォン用アプリで受信・確認ができるように
なります。

「タブレット型戸別受信機」の無償貸与を受けられる方は、下記のとおりです。
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加茂市は、令和４年１０月１日付で
ＣＳＯ（Ｃｈｉｅｆ Ｓｔｒａｔｅｇｙ 
Ｏｆｆｉｃｅｒ：最高戦略責任者）とし
て、市川恭嗣さんを採用しました。

た か し

藤田市長と、委嘱状を受け取る市川さん

　加茂市は「北越の小京都」と呼ばれ、豊かな自然、歴史、文化や伝統産業と人々の生

活が調和した魅力的なまちです。しかしながら、多くの地方自治体と同様に人口減少・

少子高齢化が進むなかで、老朽化した公共施設の維持、財政運営、地域コミュニティー

の維持など課題が生じているほか、教育や福祉などの分野でもこれまでの取り組みでは

対応できない変化に直面しています。

昨年度、四半世紀ぶりに策定された加茂市総合計画では、まちづくりの主役である市民

の皆様と連携・協働しながら、行政としてこれらの課題に正面から取り組んでいく覚悟が

述べられています。総合計画でも言及されておりますが、これらの実現のためには経営の

視点を持った行政運営と合理的根拠に基づく政策立案が不可欠です。

　私は前職にて、三現主義（現地・現物・現実）に基づ

く経営戦略の策定・実行に取り組んでまいりました。課

題解決に求められるのは、とっぴなアイデアや発想では

なく、関係者と協調した粘り強く地道な取り組みの繰り

返しだと考えております。加茂市においても、現場に立ち、

市民・団体・企業・行政の皆さまと協働しながら、「笑顔あふれるまち 加茂」の実現に向け、

地域の魅力の発掘・発信と総合計画の着実な推進に取り組んでまいります。

市川 恭嗣さん　就任コメント

市川恭嗣さん……34 歳、愛知県出身。京都大学経済学部卒。東京電力、国会議員秘書を経て 2015 年
に豊田通商に入社。大手 BtoC 顧客向け新規サービス立ち上げ後、M&A などによる IT 子会社群再編
に従事。トヨタシステムズ戦略企画本部出向を経て、直前はタイ・バンコクに駐在、現地事業会社に
て新規事業および経営企画の部門長を務めました。

タイ・バンコク駐在時の市川さん
（左から２番目）

加
茂
市
C
S
O
就
任
の
ご
あ
い
さ
つ
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令和3年度決算
　令和 3 年度の決算がまとまり、市議会９月定例会に
おいて認定されました。  一般会計と特別会計の歳出の
合計は 209 億 3085 万円となっています。この内容を
表とグラフでご覧ください。
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484
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3億4,070

3150
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33億9,661

2億748

2億5,722

540

2,666

1,989

2億9,984

48

市税の負担状況

市民1人当たりの
　　 一般会計歳出額561,697円

（ ）令和4年3月31日現在の人　口
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10,137

人
世帯
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9億7,473万円
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3.0％
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歳出額とは一致しません。
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分を除くと42億7,821万円となり、これを返済すると
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15億9,325万円
（12.5％）

商工費
8億8,269万円
（7.0％）

衛生費
10億1,066万円（8.0％）

その他
8億７,393万円（6.7％）

一般会計決算

国民健康保険

後期高齢者医療

宅地造成事業

下 水 道 事 業

介 護 保 険

在宅介護サービス事業

（単位：万円）

　加茂市では、これまで防災行政無線を整備しておらず、スマートフォ
ン等の携帯電話を持っていない方への避難情報などの緊急情報の伝達が
課題でしたが、令和５年2月から災害時の避難情報や行政情報をタブレッ
ト型戸別受信機とスマートフォン用アプリで受信・確認ができるように
なります。

「タブレット型戸別受信機」の無償貸与を受けられる方は、下記のとおりです。
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N E W S  T O P I C S
かもMIRAIカフェ（3回目）（9/10）
　９月10日（土）午後１時3０分から加茂市役所３階会議室で、
「かも MIRAIカフェ」の３回目を開催しました。新型感染症
拡大の状況を考慮し、対面とオンラインのハイブリッド方式
で実施しました。
　今回は2回目の内容を振り返り、前回ハートのシールを付
けた「イイネ！」と思う意見の中から自分が話したい事・やっ
てみたい事を1つ選んで、内容の近い人同士でグループとな
り、MM法という方法で話し合いをしました。似ている内容
についてグループ内で共有するため、非常に白熱した「語る」
カフェとなりました。
　最後に「今後加茂でやってみたいこと」を参加者一人ひとり
が発表し、「自分も関わりたいもの」「チャレンジを応援した

いもの」「コミットしたいもの」などの観点
で「イイネ！」と思う意見に星のシールを付
け、第一部「語るカフェ」は終了となりました。

新潟県北豪雨災害被災地応援職員の報告会（9/14）
　14日（水）午後４時40分から市役所５階第１
委員会室で、新潟県北豪雨災害の被災地へ応援
職員として派遣された加茂市職員の報告会を開
催しました。
　応援業務は、給水活動、下水道被害調査、建
物被害認定調査、り災証明書発行、被災地家庭
訪問など多岐にわたり、それぞれの担当部署の
職員が現地の状況などの詳細を藤田市長・五十
嵐副市長へ報告しました。

【有料広告】

　かも MIRAIカフェ第一部
のまとめは左の2次元コード
からご覧いただけます。

ご
み
焼
却
場
・
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
団
体
さ
ん
紹
介
コ
ー
ナ
ー

ⓘ　団体 Infomation

活動の種類　パソコンやスマートフォン操作の
　　　　　　アドバイス、白杖歩行の訓練や誘
　　　　　　導歩行の指導
主な活動日　毎週月・木曜日
　　　　　　午後2時から4時
活動場所　　機能訓練センター
お問合せ　　社会福祉協議会
　　　　　　（☎52-6667）へ
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０
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」

　今回は、新しい焼却場の建設候補地選定の進捗についてお伝えします。建設地については、ゼロベース
から検討をしており加茂市、田上町の地域内であらゆる可能性を考え、建設候補地の選定作業を行ってい
ます。
　現在は、防災などの地理的条件により、焼却場の建設を回避すべき除外地域の設定を行っています。具
体的には、次の９つの地域を除外地域とし、加茂市・田上町の全域から建設候補地となり得るエリアを絞
り込んでいます。
　今後も、建設候補地選定についてお伝えしていきます。
　現在の焼却場をみなさんで大切に使っていきましょう。

　先月号の記事で、廃棄する可燃物の量を一人あたり1日100ｇ減らすだけで、1日3.6tの減量となるとお
伝えしました。減量化意識を高めるため、今月から清掃センターに廃棄されている可燃物の量を見える化
していきます。
　表に記載の前年度との減少量170.63ｔを1日当たりの量に換算すると、約1.37ｔ減量出来ていることに
なります。1日3.6t減量を目安に頑張っていきましょう！

シリーズ　ごみ焼却場の今と今後 問い合わせ　環境課（☎内線251）

①　地形勾配の急峻な地域　　　　　　　⑥　鳥獣特別保護区
②　活断層及びその近接地域　　　　　　⑦　土砂災害計画区域等に指定されている地域
③　水源の近接地域　　　　　　　　　　⑧　保安林等がある地域
④　急傾斜地崩壊危険区域　　　　　　　⑨　地すべり防止区域
⑤　国定公園又は国定公園の特別地域

除　外　地　域

見える化 令和４年４月～８月末日までの可燃物搬入量　　　　  5,583.19ｔ
前年同期比及び増減率　　　　　　　　　　　　　　 -170.63t(-2.97%)
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地域の魅力の発掘・発信と総合計画の着実な推進に取り組んでまいります。

市川 恭嗣さん　就任コメント

市川恭嗣さん……34 歳、愛知県出身。京都大学経済学部卒。東京電力、国会議員秘書を経て 2015 年
に豊田通商に入社。大手 BtoC 顧客向け新規サービス立ち上げ後、M&A などによる IT 子会社群再編
に従事。トヨタシステムズ戦略企画本部出向を経て、直前はタイ・バンコクに駐在、現地事業会社に
て新規事業および経営企画の部門長を務めました。

タイ・バンコク駐在時の市川さん
（左から２番目）

加
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市
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就
任
の
ご
あ
い
さ
つ
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かもMIRAIカフェ（3回目）（9/10）
　９月10日（土）午後１時3０分から加茂市役所３階会議室で、
「かも MIRAIカフェ」の３回目を開催しました。新型感染症
拡大の状況を考慮し、対面とオンラインのハイブリッド方式
で実施しました。
　今回は2回目の内容を振り返り、前回ハートのシールを付
けた「イイネ！」と思う意見の中から自分が話したい事・やっ
てみたい事を1つ選んで、内容の近い人同士でグループとな
り、MM法という方法で話し合いをしました。似ている内容
についてグループ内で共有するため、非常に白熱した「語る」
カフェとなりました。
　最後に「今後加茂でやってみたいこと」を参加者一人ひとり
が発表し、「自分も関わりたいもの」「チャレンジを応援した

いもの」「コミットしたいもの」などの観点
で「イイネ！」と思う意見に星のシールを付
け、第一部「語るカフェ」は終了となりました。

新潟県北豪雨災害被災地応援職員の報告会（9/14）
　14日（水）午後４時40分から市役所５階第１
委員会室で、新潟県北豪雨災害の被災地へ応援
職員として派遣された加茂市職員の報告会を開
催しました。
　応援業務は、給水活動、下水道被害調査、建
物被害認定調査、り災証明書発行、被災地家庭
訪問など多岐にわたり、それぞれの担当部署の
職員が現地の状況などの詳細を藤田市長・五十
嵐副市長へ報告しました。

【有料広告】

　かも MIRAIカフェ第一部
のまとめは左の2次元コード
からご覧いただけます。

ご
み
焼
却
場
・
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
団
体
さ
ん
紹
介
コ
ー
ナ
ー

ⓘ　団体 Infomation

活動の種類　パソコンやスマートフォン操作の
　　　　　　アドバイス、白杖歩行の訓練や誘
　　　　　　導歩行の指導
主な活動日　毎週月・木曜日
　　　　　　午後2時から4時
活動場所　　機能訓練センター
お問合せ　　社会福祉協議会
　　　　　　（☎52-6667）へ

　
２
０
０
２
年
６
月
に
目
の
不
自
由
な
人

が
「
も
う
二
度
と
文
字
は
書
け
な
い
も
の

と
あ
き
ら
め
て
い
ま
し
た
。
文
字
に
し
て

思
い
出
に
残
し
て
お
き
た
い
の
で
す
」
と

の
希
望
が
あ
り
、
新
潟
市
に
あ
る
Ｎ
Ｐ
Ｏ

法
人
障
碍
者
自
立
支
援
セ
ン
タ
ー
オ
ア
シ

ス
の
姉
妹
校
と
な
り
、
目
の
不
自
由
な
人

が”

音
声
（
対
応
）
パ
ソ
コ
ン
”
を
使
っ

て
学
習
す
る
場
を
設
立
し
た
の
が
名
前
の

由
来
で
す
。
目
の
不
自
由
な
人
へ
生
活
に

便
利
な
機
器
や
情
報
を
提
供
し
、
障
害
が

あ
る
な
し
に
関
係
な
く
人
が
集
ま
っ
て
交

流
の
場
に
な
り
ま
し
た
。

　
現
在
は
、
目
や
身
体
の
不
自
由
な
人
、

高
齢
者
が
パ
ソ
コ
ン
や
ス
マ
ー
ト
フ
ォ
ン

な
ど
を
使
っ
て
学
び
た
い
こ
と
を
自
由
に

学
べ
る
場
所
で
す
。
教
室
に
パ
ソ
コ
ン
は

準
備
し
て
あ
り
ま
す
が
、
持
ち
込
み
歓
迎

で
す
。

　
学
習
内
容
は
参
加
者
の
内
容
や
希
望
に

合
っ
た
内
容
で
学
ぶ
こ
と
が
で
き
ま
す
。

　
指
導
は
ら
く
ら
く
会
員
が
指
導
に
当
た

り
わ
か
り
や
す
く
、
わ
か
る
ま
で
楽
し
く

学
習
す
る
こ
と
が
で
き
ま
す
。
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「
加
茂
音
声
パ
ソ
コ
ン
教
室
ら
く
ら
く
」

　今回は、新しい焼却場の建設候補地選定の進捗についてお伝えします。建設地については、ゼロベース
から検討をしており加茂市、田上町の地域内であらゆる可能性を考え、建設候補地の選定作業を行ってい
ます。
　現在は、防災などの地理的条件により、焼却場の建設を回避すべき除外地域の設定を行っています。具
体的には、次の９つの地域を除外地域とし、加茂市・田上町の全域から建設候補地となり得るエリアを絞
り込んでいます。
　今後も、建設候補地選定についてお伝えしていきます。
　現在の焼却場をみなさんで大切に使っていきましょう。

　先月号の記事で、廃棄する可燃物の量を一人あたり1日100ｇ減らすだけで、1日3.6tの減量となるとお
伝えしました。減量化意識を高めるため、今月から清掃センターに廃棄されている可燃物の量を見える化
していきます。
　表に記載の前年度との減少量170.63ｔを1日当たりの量に換算すると、約1.37ｔ減量出来ていることに
なります。1日3.6t減量を目安に頑張っていきましょう！

シリーズ　ごみ焼却場の今と今後 問い合わせ　環境課（☎内線251）

①　地形勾配の急峻な地域　　　　　　　⑥　鳥獣特別保護区
②　活断層及びその近接地域　　　　　　⑦　土砂災害計画区域等に指定されている地域
③　水源の近接地域　　　　　　　　　　⑧　保安林等がある地域
④　急傾斜地崩壊危険区域　　　　　　　⑨　地すべり防止区域
⑤　国定公園又は国定公園の特別地域

除　外　地　域

見える化 令和４年４月～８月末日までの可燃物搬入量　　　　  5,583.19ｔ
前年同期比及び増減率　　　　　　　　　　　　　　 -170.63t(-2.97%)

　
コ
ロ
ナ
禍
の
影
響
で
外
出
が
不
自
由
な

時
こ
そ
、
で
き
な
か
っ
た
こ
と
を
ゆ
っ
く

り
始
め
て
み
ま
せ
ん
か
。
初
め
て
の
方
も

大
歓
迎
で
す
。
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か
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災
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行
政
ナ
ビ
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ま
す

加茂市は、令和４年１０月１日付で
ＣＳＯ（Ｃｈｉｅｆ Ｓｔｒａｔｅｇｙ 
Ｏｆｆｉｃｅｒ：最高戦略責任者）とし
て、市川恭嗣さんを採用しました。

た か し

藤田市長と、委嘱状を受け取る市川さん

　加茂市は「北越の小京都」と呼ばれ、豊かな自然、歴史、文化や伝統産業と人々の生

活が調和した魅力的なまちです。しかしながら、多くの地方自治体と同様に人口減少・

少子高齢化が進むなかで、老朽化した公共施設の維持、財政運営、地域コミュニティー

の維持など課題が生じているほか、教育や福祉などの分野でもこれまでの取り組みでは

対応できない変化に直面しています。

昨年度、四半世紀ぶりに策定された加茂市総合計画では、まちづくりの主役である市民

の皆様と連携・協働しながら、行政としてこれらの課題に正面から取り組んでいく覚悟が

述べられています。総合計画でも言及されておりますが、これらの実現のためには経営の

視点を持った行政運営と合理的根拠に基づく政策立案が不可欠です。

　私は前職にて、三現主義（現地・現物・現実）に基づ

く経営戦略の策定・実行に取り組んでまいりました。課

題解決に求められるのは、とっぴなアイデアや発想では

なく、関係者と協調した粘り強く地道な取り組みの繰り

返しだと考えております。加茂市においても、現場に立ち、

市民・団体・企業・行政の皆さまと協働しながら、「笑顔あふれるまち 加茂」の実現に向け、

地域の魅力の発掘・発信と総合計画の着実な推進に取り組んでまいります。

市川 恭嗣さん　就任コメント

市川恭嗣さん……34 歳、愛知県出身。京都大学経済学部卒。東京電力、国会議員秘書を経て 2015 年
に豊田通商に入社。大手 BtoC 顧客向け新規サービス立ち上げ後、M&A などによる IT 子会社群再編
に従事。トヨタシステムズ戦略企画本部出向を経て、直前はタイ・バンコクに駐在、現地事業会社に
て新規事業および経営企画の部門長を務めました。

タイ・バンコク駐在時の市川さん
（左から２番目）
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五
番
町
ご
っ
つ
ぉ
ま
つ
り
・
加
茂
市
展
開
催

五番町
ごっつぉまつり
29 日に開催

　
お
か
ず
横
丁
で
の
お
い
し
い
食
事
や

楽
し
い
イ
ベ
ン
ト
が
盛
り
だ
く
さ
ん
。

　
４
年
ぶ
り
開
催
の
五
番
町
ご
っ
つ
ぉ

ま
つ
り
に
、ぜ
ひ
、お
越
し
く
だ
さ
い
。

日

時

10
月
29
日
（
土
）
午
前
11
時

〜
午
後
４
時

場

所
　
五
番
町
大
通
り
、
五
番
町
多

目
的
広
場

※

午
前
８
時
〜
午
後
７
時
は
大
通
り
が

車
両
通
行
止
め
で
す
。

問
い
合
わ
せ
　
商
工
観
光
課
（
☎
内
線

133
）
、
五
番
町
商
店
街
事
務
所
（
☎
53

－

２
０
５
７
）

　
同
時
に
諸
流
い
け
ば
な
展
も
開
催

さ
れ
ま
す
。

加
茂
山
公
園
の
紅
葉
と
合
わ
せ
て
、

秋
の
一
日
、
ご
家
族
や
友
達
と
芸
術
の

薫
り
に
ふ
れ
て
み
ま
せ
ん
か
。

日

時

11
月
３
日
（
木
・
祝
）
〜

７
日
（
月
）
午
前
９
時
〜
午
後
６
時

（
３
日
は
午
前
10
時
30
分
か
ら
、
７

日
は
午
後
４
時
ま
で
）

会

場
　
市
民
体
育
館

展
示
作
品
　
日
本
画
、
洋
画
、
彫

刻
、
工
芸
、
書
道
、
写
真
、
ジ
ュ
ニ

ア
部
門

入
場
料

無
料

問
い
合
わ
せ

社
会
教
育
課
（
☎
内
線

461
）

第
54
回
加
茂
市
展
が
11
月
3
日
か
ら

始
ま
り
ま
す
。

11
月
３
日
（
木
・
祝
）
の
粟
ケ
岳
山

閉
い
は
、
新
型
感
染
症
の
影
響
で
式
典

は
中
止
し
、
加
茂
山
岳
会
に
よ
る
神
事

の
み
行
う
予
定
で
す
。

　
な
お
、Ｊ
Ｒ
加
茂
駅
か
ら
の
臨
時

シ
ャ
ト
ル
バ
ス
の
運
行
は
あ
り
ま
せ

ん
。
詳
し
く
は
商
工
観
光
課
観
光
係（
☎

内
線
131
）
か
加
茂
山
岳
会
事
務
局
（
☎

52

－

８
７
６
０
）
へ
問
い
合
わ
せ
く
だ

さ
い
。

※

加
茂
山
岳
会
で
は
会
員
を
募
集
し
て

い
ま
す
。
詳
し
く
は
同
事
務
局
へ
。

粟
ケ
岳
山
閉
い
式
典
は
中
止

開催日 内　容

11月１日
（火）

11月11日
（金）

11月25日
（金） 傾聴について学ぶ

市展開催
11 月３日～７日
　　市民体育館で

こころのゲートキーパー養成講座

　ゲートキーパーは悩ん
でいる人に気づき、声を
かけ、話を聞いて見守る
人のことです。
　自分自身や家族、友人、地域でのコミュニ
ケーションが円滑になり日常の生活に役立つ
講座です。

①誰かを支えることで私達も
自分の心をさらに豊かにしま
しょう②「気づき」「傾聴」
「つなぎ」「みまもり」③相
談窓口

①ゲートキーパーとは②知っ
ておきたい精神疾患（主にう
つ病）～患者や家族の気持ち
と支援～

時　間　各日とも午前９時30分～11時30分
会　場　市役所３階会議室
講　師　百都礼子さん（産業カウンセラー）
定　員 20人（先着順）
申し込み 10月27日（木）までに健康福祉課
（☎内線165）へ。

加茂アットホームコンサート
☎53－0842

　笛人　本宮宏美さん（フ
ルート奏者・作曲家）による
アットホームコンサートです。
　小さいお子様も大歓迎で
す。
日　時　11月13日（日）
　　　　午後２時開演
会　場　文化会館小ホール
出　演　笛人　本宮宏美
入場料（全席自由席）　1,500円
※チケットは文化会館で販売しています。
　当日券は同額です。

ホームページ
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事故なしキャンペーン（9/26）
　26日（月）に交通事故「無し」と、加茂産日本「な
し」の宣伝普及を掛けて、交通事故「なし」キャ
ンペーンを実施しました。
　加茂地区交通安全協会など関係機関の皆さん
と、「秋の事故防止キャンペーンです」「交通事
故に気を付けてください」などと声とかけをし
ながら、国道403号線を通るドライバーに加茂
産の日本なし（あきづき）と反射たすきなどが
入った袋150袋を手渡しでそれぞれのドライ
バーに配りました。

第46回児童防火ポスター審査会（9/28）
　加茂・田上の小学生が夏休みの課題として
描いた防火啓発ポスターの審査会が、産業セ
ンター３階講習室で開かれました。加茂市・
田上町防火管理協会会長の吉田広一郎さんな
ど10人が審査員となり、審査作品数110点の
中から学年ごとに最優秀賞（1作品）、優秀賞
（5作品）、佳作（10作品）を選定しました。
　ポスター展示は10月４日（火）から各校持
ち回りで学校展示を行います。また、10月８
日～10日は公民館で、11月７日～11日は消
防署で一般展示を行います。

加茂市教育支援センター　やすらぎ　開設（9/30）
　10月から勤労青少年ホーム内に加茂市教育支援センター
「やすらぎ」を開設しました。専門スタッフが不登校や悩み
ごと抱える児童生徒、保護者の方への支援充実を目指し、教
育相談に対応します。
　開設にあたり、勤労青少年ホーム
入口には不登校経験があり看板デザ
インを手がける筆道屋さとこ（勝又理
子）さん作の看板が飾られ、スタッ
フへの応援の色紙が送られました。

車を運転するときは、早めのライト点灯をお願いします

各学年の最優秀賞

田代真奈羽さん
（加茂南小）

4年生

5年生 6年生

山田乃衣さん
（下条小）

小池美玖さん
（加茂南小）

教育相談受付・問い合わせ
教育支援センターやすらぎ
（☎0256-53-3199）
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かもMIRAIカフェ（3回目）（9/10）
　９月10日（土）午後１時3０分から加茂市役所３階会議室で、
「かも MIRAIカフェ」の３回目を開催しました。新型感染症
拡大の状況を考慮し、対面とオンラインのハイブリッド方式
で実施しました。
　今回は2回目の内容を振り返り、前回ハートのシールを付
けた「イイネ！」と思う意見の中から自分が話したい事・やっ
てみたい事を1つ選んで、内容の近い人同士でグループとな
り、MM法という方法で話し合いをしました。似ている内容
についてグループ内で共有するため、非常に白熱した「語る」
カフェとなりました。
　最後に「今後加茂でやってみたいこと」を参加者一人ひとり
が発表し、「自分も関わりたいもの」「チャレンジを応援した

いもの」「コミットしたいもの」などの観点
で「イイネ！」と思う意見に星のシールを付
け、第一部「語るカフェ」は終了となりました。

新潟県北豪雨災害被災地応援職員の報告会（9/14）
　14日（水）午後４時40分から市役所５階第１
委員会室で、新潟県北豪雨災害の被災地へ応援
職員として派遣された加茂市職員の報告会を開
催しました。
　応援業務は、給水活動、下水道被害調査、建
物被害認定調査、り災証明書発行、被災地家庭
訪問など多岐にわたり、それぞれの担当部署の
職員が現地の状況などの詳細を藤田市長・五十
嵐副市長へ報告しました。

【有料広告】

　かも MIRAIカフェ第一部
のまとめは左の2次元コード
からご覧いただけます。
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ⓘ　団体 Infomation

活動の種類　パソコンやスマートフォン操作の
　　　　　　アドバイス、白杖歩行の訓練や誘
　　　　　　導歩行の指導
主な活動日　毎週月・木曜日
　　　　　　午後2時から4時
活動場所　　機能訓練センター
お問合せ　　社会福祉協議会
　　　　　　（☎52-6667）へ

　
２
０
０
２
年
６
月
に
目
の
不
自
由
な
人

が
「
も
う
二
度
と
文
字
は
書
け
な
い
も
の

と
あ
き
ら
め
て
い
ま
し
た
。
文
字
に
し
て

思
い
出
に
残
し
て
お
き
た
い
の
で
す
」
と

の
希
望
が
あ
り
、
新
潟
市
に
あ
る
Ｎ
Ｐ
Ｏ

法
人
障
碍
者
自
立
支
援
セ
ン
タ
ー
オ
ア
シ

ス
の
姉
妹
校
と
な
り
、
目
の
不
自
由
な
人

が”

音
声
（
対
応
）
パ
ソ
コ
ン
”
を
使
っ

て
学
習
す
る
場
を
設
立
し
た
の
が
名
前
の

由
来
で
す
。
目
の
不
自
由
な
人
へ
生
活
に

便
利
な
機
器
や
情
報
を
提
供
し
、
障
害
が

あ
る
な
し
に
関
係
な
く
人
が
集
ま
っ
て
交

流
の
場
に
な
り
ま
し
た
。

　
現
在
は
、
目
や
身
体
の
不
自
由
な
人
、

高
齢
者
が
パ
ソ
コ
ン
や
ス
マ
ー
ト
フ
ォ
ン

な
ど
を
使
っ
て
学
び
た
い
こ
と
を
自
由
に

学
べ
る
場
所
で
す
。
教
室
に
パ
ソ
コ
ン
は

準
備
し
て
あ
り
ま
す
が
、
持
ち
込
み
歓
迎

で
す
。

　
学
習
内
容
は
参
加
者
の
内
容
や
希
望
に

合
っ
た
内
容
で
学
ぶ
こ
と
が
で
き
ま
す
。

　
指
導
は
ら
く
ら
く
会
員
が
指
導
に
当
た

り
わ
か
り
や
す
く
、
わ
か
る
ま
で
楽
し
く

学
習
す
る
こ
と
が
で
き
ま
す
。

ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
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体
さ
ん
紹
介
コ
ー
ナ
ー

「
加
茂
音
声
パ
ソ
コ
ン
教
室
ら
く
ら
く
」

　今回は、新しい焼却場の建設候補地選定の進捗についてお伝えします。建設地については、ゼロベース
から検討をしており加茂市、田上町の地域内であらゆる可能性を考え、建設候補地の選定作業を行ってい
ます。
　現在は、防災などの地理的条件により、焼却場の建設を回避すべき除外地域の設定を行っています。具
体的には、次の９つの地域を除外地域とし、加茂市・田上町の全域から建設候補地となり得るエリアを絞
り込んでいます。
　今後も、建設候補地選定についてお伝えしていきます。
　現在の焼却場をみなさんで大切に使っていきましょう。

　先月号の記事で、廃棄する可燃物の量を一人あたり1日100ｇ減らすだけで、1日3.6tの減量となるとお
伝えしました。減量化意識を高めるため、今月から清掃センターに廃棄されている可燃物の量を見える化
していきます。
　表に記載の前年度との減少量170.63ｔを1日当たりの量に換算すると、約1.37ｔ減量出来ていることに
なります。1日3.6t減量を目安に頑張っていきましょう！

シリーズ　ごみ焼却場の今と今後 問い合わせ　環境課（☎内線251）

①　地形勾配の急峻な地域　　　　　　　⑥　鳥獣特別保護区
②　活断層及びその近接地域　　　　　　⑦　土砂災害計画区域等に指定されている地域
③　水源の近接地域　　　　　　　　　　⑧　保安林等がある地域
④　急傾斜地崩壊危険区域　　　　　　　⑨　地すべり防止区域
⑤　国定公園又は国定公園の特別地域

除　外　地　域

見える化 令和４年４月～８月末日までの可燃物搬入量　　　　  5,583.19ｔ
前年同期比及び増減率　　　　　　　　　　　　　　 -170.63t(-2.97%)

　
コ
ロ
ナ
禍
の
影
響
で
外
出
が
不
自
由
な

時
こ
そ
、
で
き
な
か
っ
た
こ
と
を
ゆ
っ
く

り
始
め
て
み
ま
せ
ん
か
。
初
め
て
の
方
も

大
歓
迎
で
す
。
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五
番
町
ご
っ
つ
ぉ
ま
つ
り
・
加
茂
市
展
開
催

五番町
ごっつぉまつり
29 日に開催

　
お
か
ず
横
丁
で
の
お
い
し
い
食
事
や

楽
し
い
イ
ベ
ン
ト
が
盛
り
だ
く
さ
ん
。

　
４
年
ぶ
り
開
催
の
五
番
町
ご
っ
つ
ぉ

ま
つ
り
に
、ぜ
ひ
、お
越
し
く
だ
さ
い
。

日

時

10
月
29
日
（
土
）
午
前
11
時

〜
午
後
４
時

場

所
　
五
番
町
大
通
り
、
五
番
町
多

目
的
広
場

※

午
前
８
時
〜
午
後
７
時
は
大
通
り
が

車
両
通
行
止
め
で
す
。

問
い
合
わ
せ
　
商
工
観
光
課
（
☎
内
線

133
）
、
五
番
町
商
店
街
事
務
所
（
☎
53

－

２
０
５
７
）

　
同
時
に
諸
流
い
け
ば
な
展
も
開
催

さ
れ
ま
す
。

加
茂
山
公
園
の
紅
葉
と
合
わ
せ
て
、

秋
の
一
日
、
ご
家
族
や
友
達
と
芸
術
の

薫
り
に
ふ
れ
て
み
ま
せ
ん
か
。

日

時

11
月
３
日
（
木
・
祝
）
〜

７
日
（
月
）
午
前
９
時
〜
午
後
６
時

（
３
日
は
午
前
10
時
30
分
か
ら
、
７

日
は
午
後
４
時
ま
で
）

会

場
　
市
民
体
育
館

展
示
作
品
　
日
本
画
、
洋
画
、
彫

刻
、
工
芸
、
書
道
、
写
真
、
ジ
ュ
ニ

ア
部
門

入
場
料

無
料

問
い
合
わ
せ

社
会
教
育
課
（
☎
内
線

461
）

第
54
回
加
茂
市
展
が
11
月
3
日
か
ら

始
ま
り
ま
す
。

11
月
３
日
（
木
・
祝
）
の
粟
ケ
岳
山

閉
い
は
、
新
型
感
染
症
の
影
響
で
式
典

は
中
止
し
、
加
茂
山
岳
会
に
よ
る
神
事

の
み
行
う
予
定
で
す
。

　
な
お
、Ｊ
Ｒ
加
茂
駅
か
ら
の
臨
時

シ
ャ
ト
ル
バ
ス
の
運
行
は
あ
り
ま
せ

ん
。
詳
し
く
は
商
工
観
光
課
観
光
係（
☎

内
線
131
）
か
加
茂
山
岳
会
事
務
局
（
☎

52

－

８
７
６
０
）
へ
問
い
合
わ
せ
く
だ

さ
い
。

※

加
茂
山
岳
会
で
は
会
員
を
募
集
し
て

い
ま
す
。
詳
し
く
は
同
事
務
局
へ
。

粟
ケ
岳
山
閉
い
式
典
は
中
止

開催日 内　容

11月１日
（火）

11月11日
（金）

11月25日
（金） 傾聴について学ぶ

市展開催
11 月３日～７日
　　市民体育館で

こころのゲートキーパー養成講座

　ゲートキーパーは悩ん
でいる人に気づき、声を
かけ、話を聞いて見守る
人のことです。
　自分自身や家族、友人、地域でのコミュニ
ケーションが円滑になり日常の生活に役立つ
講座です。

①誰かを支えることで私達も
自分の心をさらに豊かにしま
しょう②「気づき」「傾聴」
「つなぎ」「みまもり」③相
談窓口

①ゲートキーパーとは②知っ
ておきたい精神疾患（主にう
つ病）～患者や家族の気持ち
と支援～

時　間　各日とも午前９時30分～11時30分
会　場　市役所３階会議室
講　師　百都礼子さん（産業カウンセラー）
定　員 20人（先着順）
申し込み 10月27日（木）までに健康福祉課
（☎内線165）へ。

加茂アットホームコンサート
☎53－0842

　笛人　本宮宏美さん（フ
ルート奏者・作曲家）による
アットホームコンサートです。
　小さいお子様も大歓迎で
す。
日　時　11月13日（日）
　　　　午後２時開演
会　場　文化会館小ホール
出　演　笛人　本宮宏美
入場料（全席自由席）　1,500円
※チケットは文化会館で販売しています。
　当日券は同額です。

ホームページ

ニ
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ー
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ト
ピ
ッ
ク
ス

N E W S  T O P I C S
事故なしキャンペーン（9/26）
　26日（月）に交通事故「無し」と、加茂産日本「な
し」の宣伝普及を掛けて、交通事故「なし」キャ
ンペーンを実施しました。
　加茂地区交通安全協会など関係機関の皆さん
と、「秋の事故防止キャンペーンです」「交通事
故に気を付けてください」などと声とかけをし
ながら、国道403号線を通るドライバーに加茂
産の日本なし（あきづき）と反射たすきなどが
入った袋150袋を手渡しでそれぞれのドライ
バーに配りました。

第46回児童防火ポスター審査会（9/28）
　加茂・田上の小学生が夏休みの課題として
描いた防火啓発ポスターの審査会が、産業セ
ンター３階講習室で開かれました。加茂市・
田上町防火管理協会会長の吉田広一郎さんな
ど10人が審査員となり、審査作品数110点の
中から学年ごとに最優秀賞（1作品）、優秀賞
（5作品）、佳作（10作品）を選定しました。
　ポスター展示は10月４日（火）から各校持
ち回りで学校展示を行います。また、10月８
日～10日は公民館で、11月７日～11日は消
防署で一般展示を行います。

加茂市教育支援センター　やすらぎ　開設（9/30）
　10月から勤労青少年ホーム内に加茂市教育支援センター
「やすらぎ」を開設しました。専門スタッフが不登校や悩み
ごと抱える児童生徒、保護者の方への支援充実を目指し、教
育相談に対応します。
　開設にあたり、勤労青少年ホーム
入口には不登校経験があり看板デザ
インを手がける筆道屋さとこ（勝又理
子）さん作の看板が飾られ、スタッ
フへの応援の色紙が送られました。

車を運転するときは、早めのライト点灯をお願いします

各学年の最優秀賞

田代真奈羽さん
（加茂南小）

4年生

5年生 6年生

山田乃衣さん
（下条小）

小池美玖さん
（加茂南小）

教育相談受付・問い合わせ
教育支援センターやすらぎ
（☎0256-53-3199）
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N E W S  T O P I C S
かもMIRAIカフェ（3回目）（9/10）
　９月10日（土）午後１時3０分から加茂市役所３階会議室で、
「かも MIRAIカフェ」の３回目を開催しました。新型感染症
拡大の状況を考慮し、対面とオンラインのハイブリッド方式
で実施しました。
　今回は2回目の内容を振り返り、前回ハートのシールを付
けた「イイネ！」と思う意見の中から自分が話したい事・やっ
てみたい事を1つ選んで、内容の近い人同士でグループとな
り、MM法という方法で話し合いをしました。似ている内容
についてグループ内で共有するため、非常に白熱した「語る」
カフェとなりました。
　最後に「今後加茂でやってみたいこと」を参加者一人ひとり
が発表し、「自分も関わりたいもの」「チャレンジを応援した

いもの」「コミットしたいもの」などの観点
で「イイネ！」と思う意見に星のシールを付
け、第一部「語るカフェ」は終了となりました。

新潟県北豪雨災害被災地応援職員の報告会（9/14）
　14日（水）午後４時40分から市役所５階第１
委員会室で、新潟県北豪雨災害の被災地へ応援
職員として派遣された加茂市職員の報告会を開
催しました。
　応援業務は、給水活動、下水道被害調査、建
物被害認定調査、り災証明書発行、被災地家庭
訪問など多岐にわたり、それぞれの担当部署の
職員が現地の状況などの詳細を藤田市長・五十
嵐副市長へ報告しました。

【有料広告】

　かも MIRAIカフェ第一部
のまとめは左の2次元コード
からご覧いただけます。
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活動の種類　パソコンやスマートフォン操作の
　　　　　　アドバイス、白杖歩行の訓練や誘
　　　　　　導歩行の指導
主な活動日　毎週月・木曜日
　　　　　　午後2時から4時
活動場所　　機能訓練センター
お問合せ　　社会福祉協議会
　　　　　　（☎52-6667）へ
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　今回は、新しい焼却場の建設候補地選定の進捗についてお伝えします。建設地については、ゼロベース
から検討をしており加茂市、田上町の地域内であらゆる可能性を考え、建設候補地の選定作業を行ってい
ます。
　現在は、防災などの地理的条件により、焼却場の建設を回避すべき除外地域の設定を行っています。具
体的には、次の９つの地域を除外地域とし、加茂市・田上町の全域から建設候補地となり得るエリアを絞
り込んでいます。
　今後も、建設候補地選定についてお伝えしていきます。
　現在の焼却場をみなさんで大切に使っていきましょう。

　先月号の記事で、廃棄する可燃物の量を一人あたり1日100ｇ減らすだけで、1日3.6tの減量となるとお
伝えしました。減量化意識を高めるため、今月から清掃センターに廃棄されている可燃物の量を見える化
していきます。
　表に記載の前年度との減少量170.63ｔを1日当たりの量に換算すると、約1.37ｔ減量出来ていることに
なります。1日3.6t減量を目安に頑張っていきましょう！

シリーズ　ごみ焼却場の今と今後 問い合わせ　環境課（☎内線251）
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④　急傾斜地崩壊危険区域　　　　　　　⑨　地すべり防止区域
⑤　国定公園又は国定公園の特別地域

除　外　地　域

見える化 令和４年４月～８月末日までの可燃物搬入量　　　　  5,583.19ｔ
前年同期比及び増減率　　　　　　　　　　　　　　 -170.63t(-2.97%)

　
コ
ロ
ナ
禍
の
影
響
で
外
出
が
不
自
由
な

時
こ
そ
、
で
き
な
か
っ
た
こ
と
を
ゆ
っ
く

り
始
め
て
み
ま
せ
ん
か
。
初
め
て
の
方
も

大
歓
迎
で
す
。
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特
定
健
康
診
査
（
集
団
）
・
胸
部
レ
ン
ト
ゲ
ン

企
業
設
置
奨
励
金
・
新
婚
生
活
支
援
補
助
金

　
市
内
に
工
場
等
を
新
設
、
増
設
ま
た

は
移
設
を
し
た
企
業
（
個
人
を
含
む
）

に
対
し
て
次
の
よ
う
な
奨
励
金
交
付
の

制
度
が
あ
り
ま
す
。

　
該
当
す
る
企
業
に
は
企
業
設
置
奨
励

金
が
交
付
さ
れ
ま
す
の
で
、
11
月
４
日

（
金
）
ま
で
に
申
請
し
て
く
だ
さ
い
。

対
象
企
業
　
令
和
３
年
中
に
市
内
に
工

場
等
（
工
場
・
事
務
所
・
倉
庫
等
、
財

貨
ま
た
は
サ
ー
ビ
ス
の
生
産
、
提
供
を

行
う
施
設
）
、
事
業
所
（
物
の
販
売
を

行
う
施
設
）
を
新
設
、
増
設
ま
た
は
移

設
し
、
次
の
表
の
条
件
に
該
当
す
る
企

業
。

※

表
中
の
投
下
固
定
資
本
総
額
と
は
、

施
設
設
置
に
要
し
た
費
用
で
、
地
方
税

法
に
規
定
す
る
固
定
資
産
税
台
帳
に
登

録
さ
れ
た
課
税
標
準
額
。

奨
励
金
の
交
付
　
当
該
施
設
に
課
税
さ

れ
た
固
定
資
産
税
お
よ
び
都
市
計
画
税

の
合
計
額
を
３
年
間
交
付
し
ま
す
。

申
請
・
問
い
合
わ
せ
　
商
工
観
光
課
商

工
振
興
係
（
☎
内
線
132
）

　
新
潟
県
が
運
営
す

る
会
員
制
の
婚
活

マ
ッ
チ
ン
グ
シ
ス
テ

ム
「
ハ
ー
ト
マ
ッ
チ

に
い
が
た
」
の
臨
時

サ
ポ
ー
ト
セ
ン
タ
ー

を
開
設
し
ま
す
。

　
サ
ポ
ー
ト
セ
ン
タ
ー
で
は
本
登
録
や

閲
覧
が
で
き
ま
す
。

　
事
前
に
二
次
元
コ
ー
ド
か

ら
来
所
予
約
を
行
っ
て
く
だ

さ
い
。

日

時

11
月
５
日
（
土
）
午
前
10
時

30
分
〜
午
後
４
時

会

場
　
市
立
図
書
館
２
階
視
聴
覚
室

　
意
向
調
査
で
申
し
込
ん
だ
け
れ
ど

６
、
７
月
に
受
け
ら
れ
な
か
っ
た
人

（
19
〜
69
歳
）
に
健
診
の
案
内
を
送
付

し
ま
す
。

　
ま
た
、
意
向
調
査
で
申
し
込
ま
な

か
っ
た
人
や
、
70
歳
以
上
で
健
診
を
受

け
た
い
人
も
受
診
で
き
ま
す
の
で
、
10

月
20
日
（
木
）
、
21
日
（
金
）
に
健
康

福
祉
課
健
康
づ
く
り
係
（
☎
内
線
162
）

に
申
し
込
ん
で
く
だ
さ
い
。

健
診
日

11
月
11
日
（
金
）
、
12
日

（
土
）

受
付
時
間
　
午
前
９
時
〜
11
時

特
定
健
康
診
査
（
集
団
）
や
各
種
検
診

　
　
11
月
11
、
12
日
に
産
業
セ
ン
タ
ー
で

高
次
脳
機
能
障
害
者

　
　家
族
の
つ
ど
い

企
業
設
置
奨
励
金

対
象
企
業
は
指
定
申
請
を

ハ
ー
ト
マ
ッ
チ
に
い
が
た

臨
時
サ
ポ
ー
ト
セ
ン
タ
ー

結
婚
新
生
活
支
援
補
助
金

対

象
　
す
で
に
会
員
の
人
、
新
規
登

録
を
希
望
す
る
人

そ
の
他

・
新
規
登
録
を
希
望
す
る
人
は
事
前
に

ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
で
仮
登
録
を
済
ま
せ
、

必
要
書
類
と
そ
の
全
て
の
コ
ピ
ー
を
持

参
し
、
会
場
へ
お
越
し
く
だ
さ
い
。

・
加
茂
市
民
が
新
規
登
録
を
す
る
場
合

は
、
登
録
料
の
半
額
を
助
成
し
ま
す
の

で
、
通
帳
等
ご
自
身
の
口
座
情
報
が
分

か
る
も
の
を
持
っ
て
き
て
く
だ
さ
い
。

問
い
合
わ
せ
　
に
い
が
た
出
会
い
サ

ポ
ー
ト
セ
ン
タ
ー
（
☎
025

－

384

－

４
１

５
１
）

対
象
者
　
昭
和
37
年
４
月
２
日
〜
昭
和

54
年
４
月
１
日
生
ま
れ
の
男
性
で
ク
ー

ポ
ン
が
あ
る
人
（
検
査
時
要
持
参
）

料

金
　
無
料

　
同
じ
立
場
の
ご
家
族
同

士
で
日
ご
ろ
の
悩
み
や
思

い
を
語
り
合
い
ま
せ
ん
か
。

日

時

11
月
10
日
（
木
）
、
３
月

９
日
（
木
）
の
午
後
１
時
30
分
〜
３
時

会

場
　
三
条
地
域
振
興
局
２
階
第
１

会
議
室
（
三
条
市
興
野
１
）

問
い
合
わ
せ
　
三
条
保
健
所
地
域
保
健

課
（
☎
36

－

２
３
６
３
）

胸部レントゲン検診

　40歳以上で６、７月の健診を受けら
れなかった人を対象に行います（医療
機関や人間ドック等でレントゲンを受
ける人は除く）。
　10月20日（木）、21日（金)に健康
福祉課健康づくり係（☎内線162）に
申し込んでください。
検診日 11月11日（金）、12日（土）
受付時間　午前９時～11時
会　場　産業センター　料　金　無料
定　員　両日とも100人程度
※検診車が１台のため時間がかかりま
す。
■喀たん検診
対象者　胸部レントゲン検診を受診し
次に該当する人。
▼重クロム酸。石綿等を吸う業務に従
事した、または50歳以上で喫煙指数
（１日本数×年数）が600以上の人。
料　金　1,000円（70歳以上無料）

会

場
　
産
業
セ
ン
タ
ー

■
特
定
健
康
診
査
（
集
団
）

対
象
者

▼
19
〜
74
歳
の
国
民
健
康
保

険
加
入
者
▼
19
〜
39
歳
の
被
用
者
保
険

（
協
会
け
ん
ぽ
、
共
済
、
国
保
組
合
、

健
保
組
合
）
の
加
入
者
本
人
ま
た
は
被

扶
養
者
（
家
族
な
ど
）
で
受
診
す
る
機

会
が
な
い
人
▼
40
〜
74
歳
の
被
用
者
保

険
の
被
扶
養
者
（
受
診
券
と
保
険
証
を

持
ち
直
接
会
場
へ
、
事
前
申
込
不
要
）

▼
後
期
高
齢
者
医
療
加
入
者

料

金

千
500
円
（
19
〜
39
歳
）
、

千
円
（
40
〜
69
歳
）

　
「
学
び
に
よ
る
地
域
社
会
の
活
性

化
」
を
目
的
と
し
た
市
民
向
け
の
生
涯

学
習
講
座
（
後
期
）
で
す
。

　
興
味
を
も
っ
た
テ
ー
マ
を
学
ん
で
み

た
り
、
学
術
や
文
化
に
親
し
み
、
生
涯

に
わ
た
っ
て
学
ぶ
楽
し
さ
を
感
じ
て
み

ま
せ
ん
か
（
参
加
費
無
料
）
。

期

間

11
月
〜
２
月

時

間
　
午
後
６
時
30
分
〜
７
時
30
分

新
潟
経
営
大
学

　
　
　公
開
講
座

※

被
用
者
保
険
の
被
扶
養
者
は
受
診

券
に
記
載
の
金
額
。
70
歳
以
上
は
無

料
。

■
前
立
腺
が
ん
検
診

※

特
定
健
診
と
同
時
実
施
。
た
だ

し
、
社
会
保
険
加
入
者
で
検
診
機
会

を
逃
し
た
人
は
受
診
で
き
ま
す
。

対
象
者

50
歳
以
上
の
男
性

※

前
立
腺
が
ん
等
で
医
療
機
関
に
受

診
中
や
定
期
的
に
検
査
し
て
い
る
人

は
受
診
不
要
。

料

金
　
千
円
（
70
歳
以
上
無
料
）

■
肝
炎
ウ
イ
ル
ス
検
診

※

特
定
健
康
診
査
と
同
時
実
施
の
み
。

対
象
者
　
令
和
５
年
３
月
31
日
ま
で

に
40
歳
に
な
る
人
。

料

金

800
円
（
70
歳
以
上
無
料
）

■
風
し
ん
抗
体
検
査

　
市
で
は
結
婚
に
伴
う
新
生
活
を
支
援

す
る
た
め
、
新
婚
世
帯
の
住
宅
に
か
か

る
費
用
や
引
越
し
費
用
に
対
し
、
最
大

30
万
円
を
補
助
し
て
い
ま
す
。

　
対
象
世
帯
や
申
請
方
法

な
ど
詳
し
く
は
市
ホ
ー
ム

ペ
ー
ジ
を
ご
覧
く
だ
さ

い
。

申
請
期
限
　
令
和
５
年
３
月
31
日
ま
で

申
請
・
問
い
合
わ
せ
　
総
務
課
政
策
企

画
係
（
☎
内
線
324
）

会

場
　
新
潟
経
営
大
学
１
号
館
44
中

講
義
室
（
希
望
ケ
丘
）

定

員
　
来
場
20
人
程
度
、
オ
ン
ラ
イ

ン
20
人
程
度

※

来
場
時
は
マ
ス
ク
着
用
、
手
指
消

毒
、
検
温
に
ご
協
力
く
だ
さ
い
。

申
し
込
み
　
新
潟
経
営
大
学
産
官
学
地

域
連
携
セ
ン
タ
ー
（
☎
53

－

３
０
０

０
）
へ
。

　
二
次
元
コ
ー
ド
か
ら
も
申

し
込
み
が
で
き
ま
す
。

※

こ
の
講
座
は
新
潟
県
の
生
涯
学
習
事

業
「
い
き
い
き
県
民
カ
レ
ッ
ジ
」
の
登

録
講
座
で
す
。

ホームページ

ホームページ ホームページ

対象条件

新設
投下固定資本総額が１億円以
上、または常用雇用者数が20
人以上。

増設
移設

投下固定資本総額が５千万円
以上、または常用雇用者の増
加数が10人以上。

新設
投下固定資本総額が５千万円
以上、または常用雇用者数が
10人以上。

増設
移設

投下固定資本総額が３千万円
以上、または常用雇用者の増
加数が５人以上。

工
場
等

事
業
所

　
目
に
不
自
由
が
あ
っ
て
も
生
活
を
楽

し
ん
で
い
る
人
の
体
験
談
や
生
活
の
知

恵
、
悩
み
な
ど
、
様
々
な
こ
と
を
語
り

合
う
「
集
ま
り
」
で
す
。

　
市
の
「
福
祉
サ
ー
ビ
ス
と
災
害
支

援
」
に
つ
い
て
の
講
演
も
予
定
し
て
い

目
の
不
自
由
な
人
た
ち
の
集
い

ま
す
。
見
え
に
く
さ
を
感
じ
て
い
る
人

や
視
覚
に
不
安
が
あ
る
人
、
そ
の
ご
家

族
も
気
軽
に
お
越
し
く
だ
さ
い
。

日

時

11
月
５
日
（
土
）
午
前
10
時

〜
正
午

会

場
　
上
条
コ
ミ
ュ
ニ
テ
ィ
セ
ン

タ
ー
大
広
間

主
催
・
問
い
合
わ
せ
　
加
茂
視
覚
障
害

者
福
祉
協
会
　
小
柳
さ
ん
（
☎
53

－

５

３
０
５
）

ホームページ
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五
番
町
ご
っ
つ
ぉ
ま
つ
り
・
加
茂
市
展
開
催

五番町
ごっつぉまつり
29 日に開催

　
お
か
ず
横
丁
で
の
お
い
し
い
食
事
や

楽
し
い
イ
ベ
ン
ト
が
盛
り
だ
く
さ
ん
。

　
４
年
ぶ
り
開
催
の
五
番
町
ご
っ
つ
ぉ

ま
つ
り
に
、ぜ
ひ
、お
越
し
く
だ
さ
い
。

日

時

10
月
29
日
（
土
）
午
前
11
時

〜
午
後
４
時

場

所
　
五
番
町
大
通
り
、
五
番
町
多

目
的
広
場

※

午
前
８
時
〜
午
後
７
時
は
大
通
り
が

車
両
通
行
止
め
で
す
。

問
い
合
わ
せ
　
商
工
観
光
課
（
☎
内
線

133
）
、
五
番
町
商
店
街
事
務
所
（
☎
53

－

２
０
５
７
）

　
同
時
に
諸
流
い
け
ば
な
展
も
開
催

さ
れ
ま
す
。

加
茂
山
公
園
の
紅
葉
と
合
わ
せ
て
、

秋
の
一
日
、
ご
家
族
や
友
達
と
芸
術
の

薫
り
に
ふ
れ
て
み
ま
せ
ん
か
。

日

時

11
月
３
日
（
木
・
祝
）
〜

７
日
（
月
）
午
前
９
時
〜
午
後
６
時

（
３
日
は
午
前
10
時
30
分
か
ら
、
７

日
は
午
後
４
時
ま
で
）

会

場
　
市
民
体
育
館

展
示
作
品
　
日
本
画
、
洋
画
、
彫

刻
、
工
芸
、
書
道
、
写
真
、
ジ
ュ
ニ

ア
部
門

入
場
料

無
料

問
い
合
わ
せ

社
会
教
育
課
（
☎
内
線

461
）

第
54
回
加
茂
市
展
が
11
月
3
日
か
ら

始
ま
り
ま
す
。

11
月
３
日
（
木
・
祝
）
の
粟
ケ
岳
山

閉
い
は
、
新
型
感
染
症
の
影
響
で
式
典

は
中
止
し
、
加
茂
山
岳
会
に
よ
る
神
事

の
み
行
う
予
定
で
す
。

　
な
お
、Ｊ
Ｒ
加
茂
駅
か
ら
の
臨
時

シ
ャ
ト
ル
バ
ス
の
運
行
は
あ
り
ま
せ

ん
。
詳
し
く
は
商
工
観
光
課
観
光
係（
☎

内
線
131
）
か
加
茂
山
岳
会
事
務
局
（
☎

52

－

８
７
６
０
）
へ
問
い
合
わ
せ
く
だ

さ
い
。

※

加
茂
山
岳
会
で
は
会
員
を
募
集
し
て

い
ま
す
。
詳
し
く
は
同
事
務
局
へ
。

粟
ケ
岳
山
閉
い
式
典
は
中
止

開催日 内　容

11月１日
（火）

11月11日
（金）

11月25日
（金） 傾聴について学ぶ

市展開催
11 月３日～７日
　　市民体育館で

こころのゲートキーパー養成講座

　ゲートキーパーは悩ん
でいる人に気づき、声を
かけ、話を聞いて見守る
人のことです。
　自分自身や家族、友人、地域でのコミュニ
ケーションが円滑になり日常の生活に役立つ
講座です。

①誰かを支えることで私達も
自分の心をさらに豊かにしま
しょう②「気づき」「傾聴」
「つなぎ」「みまもり」③相
談窓口

①ゲートキーパーとは②知っ
ておきたい精神疾患（主にう
つ病）～患者や家族の気持ち
と支援～

時　間　各日とも午前９時30分～11時30分
会　場　市役所３階会議室
講　師　百都礼子さん（産業カウンセラー）
定　員 20人（先着順）
申し込み 10月27日（木）までに健康福祉課
（☎内線165）へ。

加茂アットホームコンサート
☎53－0842

　笛人　本宮宏美さん（フ
ルート奏者・作曲家）による
アットホームコンサートです。
　小さいお子様も大歓迎で
す。
日　時　11月13日（日）
　　　　午後２時開演
会　場　文化会館小ホール
出　演　笛人　本宮宏美
入場料（全席自由席）　1,500円
※チケットは文化会館で販売しています。
　当日券は同額です。

ホームページ

ニ
ュ
ー
ス

ト
ピ
ッ
ク
ス

N E W S  T O P I C S
事故なしキャンペーン（9/26）
　26日（月）に交通事故「無し」と、加茂産日本「な
し」の宣伝普及を掛けて、交通事故「なし」キャ
ンペーンを実施しました。
　加茂地区交通安全協会など関係機関の皆さん
と、「秋の事故防止キャンペーンです」「交通事
故に気を付けてください」などと声とかけをし
ながら、国道403号線を通るドライバーに加茂
産の日本なし（あきづき）と反射たすきなどが
入った袋150袋を手渡しでそれぞれのドライ
バーに配りました。

第46回児童防火ポスター審査会（9/28）
　加茂・田上の小学生が夏休みの課題として
描いた防火啓発ポスターの審査会が、産業セ
ンター３階講習室で開かれました。加茂市・
田上町防火管理協会会長の吉田広一郎さんな
ど10人が審査員となり、審査作品数110点の
中から学年ごとに最優秀賞（1作品）、優秀賞
（5作品）、佳作（10作品）を選定しました。
　ポスター展示は10月４日（火）から各校持
ち回りで学校展示を行います。また、10月８
日～10日は公民館で、11月７日～11日は消
防署で一般展示を行います。

加茂市教育支援センター　やすらぎ　開設（9/30）
　10月から勤労青少年ホーム内に加茂市教育支援センター
「やすらぎ」を開設しました。専門スタッフが不登校や悩み
ごと抱える児童生徒、保護者の方への支援充実を目指し、教
育相談に対応します。
　開設にあたり、勤労青少年ホーム
入口には不登校経験があり看板デザ
インを手がける筆道屋さとこ（勝又理
子）さん作の看板が飾られ、スタッ
フへの応援の色紙が送られました。

車を運転するときは、早めのライト点灯をお願いします

各学年の最優秀賞

田代真奈羽さん
（加茂南小）

4年生

5年生 6年生

山田乃衣さん
（下条小）

小池美玖さん
（加茂南小）

教育相談受付・問い合わせ
教育支援センターやすらぎ
（☎0256-53-3199）



広報かも　No.796　4．10．15　　 1413　　 広報かも　No.796　4．10．15

特
定
健
康
診
査
（
集
団
）
・
胸
部
レ
ン
ト
ゲ
ン

企
業
設
置
奨
励
金
・
新
婚
生
活
支
援
補
助
金

　
市
内
に
工
場
等
を
新
設
、
増
設
ま
た

は
移
設
を
し
た
企
業
（
個
人
を
含
む
）

に
対
し
て
次
の
よ
う
な
奨
励
金
交
付
の

制
度
が
あ
り
ま
す
。

　
該
当
す
る
企
業
に
は
企
業
設
置
奨
励

金
が
交
付
さ
れ
ま
す
の
で
、
11
月
４
日

（
金
）
ま
で
に
申
請
し
て
く
だ
さ
い
。

対
象
企
業
　
令
和
３
年
中
に
市
内
に
工

場
等
（
工
場
・
事
務
所
・
倉
庫
等
、
財

貨
ま
た
は
サ
ー
ビ
ス
の
生
産
、
提
供
を

行
う
施
設
）
、
事
業
所
（
物
の
販
売
を

行
う
施
設
）
を
新
設
、
増
設
ま
た
は
移

設
し
、
次
の
表
の
条
件
に
該
当
す
る
企

業
。

※

表
中
の
投
下
固
定
資
本
総
額
と
は
、

施
設
設
置
に
要
し
た
費
用
で
、
地
方
税

法
に
規
定
す
る
固
定
資
産
税
台
帳
に
登

録
さ
れ
た
課
税
標
準
額
。

奨
励
金
の
交
付
　
当
該
施
設
に
課
税
さ

れ
た
固
定
資
産
税
お
よ
び
都
市
計
画
税

の
合
計
額
を
３
年
間
交
付
し
ま
す
。

申
請
・
問
い
合
わ
せ
　
商
工
観
光
課
商

工
振
興
係
（
☎
内
線
132
）

　
新
潟
県
が
運
営
す

る
会
員
制
の
婚
活

マ
ッ
チ
ン
グ
シ
ス
テ

ム
「
ハ
ー
ト
マ
ッ
チ

に
い
が
た
」
の
臨
時

サ
ポ
ー
ト
セ
ン
タ
ー

を
開
設
し
ま
す
。

　
サ
ポ
ー
ト
セ
ン
タ
ー
で
は
本
登
録
や

閲
覧
が
で
き
ま
す
。

　
事
前
に
二
次
元
コ
ー
ド
か

ら
来
所
予
約
を
行
っ
て
く
だ

さ
い
。

日

時

11
月
５
日
（
土
）
午
前
10
時

30
分
〜
午
後
４
時

会

場
　
市
立
図
書
館
２
階
視
聴
覚
室

　
意
向
調
査
で
申
し
込
ん
だ
け
れ
ど

６
、
７
月
に
受
け
ら
れ
な
か
っ
た
人

（
19
〜
69
歳
）
に
健
診
の
案
内
を
送
付

し
ま
す
。

　
ま
た
、
意
向
調
査
で
申
し
込
ま
な

か
っ
た
人
や
、
70
歳
以
上
で
健
診
を
受

け
た
い
人
も
受
診
で
き
ま
す
の
で
、
10

月
20
日
（
木
）
、
21
日
（
金
）
に
健
康

福
祉
課
健
康
づ
く
り
係
（
☎
内
線
162
）

に
申
し
込
ん
で
く
だ
さ
い
。

健
診
日

11
月
11
日
（
金
）
、
12
日

（
土
）

受
付
時
間
　
午
前
９
時
〜
11
時

特
定
健
康
診
査
（
集
団
）
や
各
種
検
診

　
　
11
月
11
、
12
日
に
産
業
セ
ン
タ
ー
で

高
次
脳
機
能
障
害
者

　
　家
族
の
つ
ど
い

企
業
設
置
奨
励
金

対
象
企
業
は
指
定
申
請
を

ハ
ー
ト
マ
ッ
チ
に
い
が
た

臨
時
サ
ポ
ー
ト
セ
ン
タ
ー

結
婚
新
生
活
支
援
補
助
金

対

象
　
す
で
に
会
員
の
人
、
新
規
登

録
を
希
望
す
る
人

そ
の
他

・
新
規
登
録
を
希
望
す
る
人
は
事
前
に

ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
で
仮
登
録
を
済
ま
せ
、

必
要
書
類
と
そ
の
全
て
の
コ
ピ
ー
を
持

参
し
、
会
場
へ
お
越
し
く
だ
さ
い
。

・
加
茂
市
民
が
新
規
登
録
を
す
る
場
合

は
、
登
録
料
の
半
額
を
助
成
し
ま
す
の

で
、
通
帳
等
ご
自
身
の
口
座
情
報
が
分

か
る
も
の
を
持
っ
て
き
て
く
だ
さ
い
。

問
い
合
わ
せ
　
に
い
が
た
出
会
い
サ

ポ
ー
ト
セ
ン
タ
ー
（
☎
025

－

384

－

４
１

５
１
）

対
象
者
　
昭
和
37
年
４
月
２
日
〜
昭
和

54
年
４
月
１
日
生
ま
れ
の
男
性
で
ク
ー

ポ
ン
が
あ
る
人
（
検
査
時
要
持
参
）

料

金
　
無
料

　
同
じ
立
場
の
ご
家
族
同

士
で
日
ご
ろ
の
悩
み
や
思

い
を
語
り
合
い
ま
せ
ん
か
。

日

時

11
月
10
日
（
木
）
、
３
月

９
日
（
木
）
の
午
後
１
時
30
分
〜
３
時

会

場
　
三
条
地
域
振
興
局
２
階
第
１

会
議
室
（
三
条
市
興
野
１
）

問
い
合
わ
せ
　
三
条
保
健
所
地
域
保
健

課
（
☎
36

－

２
３
６
３
）

胸部レントゲン検診

　40歳以上で６、７月の健診を受けら
れなかった人を対象に行います（医療
機関や人間ドック等でレントゲンを受
ける人は除く）。
　10月20日（木）、21日（金)に健康
福祉課健康づくり係（☎内線162）に
申し込んでください。
検診日 11月11日（金）、12日（土）
受付時間　午前９時～11時
会　場　産業センター　料　金　無料
定　員　両日とも100人程度
※検診車が１台のため時間がかかりま
す。
■喀たん検診
対象者　胸部レントゲン検診を受診し
次に該当する人。
▼重クロム酸。石綿等を吸う業務に従
事した、または50歳以上で喫煙指数
（１日本数×年数）が600以上の人。
料　金　1,000円（70歳以上無料）

会

場
　
産
業
セ
ン
タ
ー

■
特
定
健
康
診
査
（
集
団
）

対
象
者

▼
19
〜
74
歳
の
国
民
健
康
保

険
加
入
者
▼
19
〜
39
歳
の
被
用
者
保
険

（
協
会
け
ん
ぽ
、
共
済
、
国
保
組
合
、

健
保
組
合
）
の
加
入
者
本
人
ま
た
は
被

扶
養
者
（
家
族
な
ど
）
で
受
診
す
る
機

会
が
な
い
人
▼
40
〜
74
歳
の
被
用
者
保

険
の
被
扶
養
者
（
受
診
券
と
保
険
証
を

持
ち
直
接
会
場
へ
、
事
前
申
込
不
要
）

▼
後
期
高
齢
者
医
療
加
入
者

料

金

千
500
円
（
19
〜
39
歳
）
、

千
円
（
40
〜
69
歳
）

　
「
学
び
に
よ
る
地
域
社
会
の
活
性

化
」
を
目
的
と
し
た
市
民
向
け
の
生
涯

学
習
講
座
（
後
期
）
で
す
。

　
興
味
を
も
っ
た
テ
ー
マ
を
学
ん
で
み

た
り
、
学
術
や
文
化
に
親
し
み
、
生
涯

に
わ
た
っ
て
学
ぶ
楽
し
さ
を
感
じ
て
み

ま
せ
ん
か
（
参
加
費
無
料
）
。

期

間

11
月
〜
２
月

時

間
　
午
後
６
時
30
分
〜
７
時
30
分

新
潟
経
営
大
学

　
　
　公
開
講
座

※

被
用
者
保
険
の
被
扶
養
者
は
受
診

券
に
記
載
の
金
額
。
70
歳
以
上
は
無

料
。

■
前
立
腺
が
ん
検
診

※

特
定
健
診
と
同
時
実
施
。
た
だ

し
、
社
会
保
険
加
入
者
で
検
診
機
会

を
逃
し
た
人
は
受
診
で
き
ま
す
。

対
象
者

50
歳
以
上
の
男
性

※

前
立
腺
が
ん
等
で
医
療
機
関
に
受

診
中
や
定
期
的
に
検
査
し
て
い
る
人

は
受
診
不
要
。

料

金
　
千
円
（
70
歳
以
上
無
料
）

■
肝
炎
ウ
イ
ル
ス
検
診

※

特
定
健
康
診
査
と
同
時
実
施
の
み
。

対
象
者
　
令
和
５
年
３
月
31
日
ま
で

に
40
歳
に
な
る
人
。

料

金

800
円
（
70
歳
以
上
無
料
）

■
風
し
ん
抗
体
検
査

　
市
で
は
結
婚
に
伴
う
新
生
活
を
支
援

す
る
た
め
、
新
婚
世
帯
の
住
宅
に
か
か

る
費
用
や
引
越
し
費
用
に
対
し
、
最
大

30
万
円
を
補
助
し
て
い
ま
す
。

　
対
象
世
帯
や
申
請
方
法

な
ど
詳
し
く
は
市
ホ
ー
ム

ペ
ー
ジ
を
ご
覧
く
だ
さ

い
。

申
請
期
限
　
令
和
５
年
３
月
31
日
ま
で

申
請
・
問
い
合
わ
せ
　
総
務
課
政
策
企

画
係
（
☎
内
線
324
）

会

場
　
新
潟
経
営
大
学
１
号
館
44
中

講
義
室
（
希
望
ケ
丘
）

定

員
　
来
場
20
人
程
度
、
オ
ン
ラ
イ

ン
20
人
程
度

※

来
場
時
は
マ
ス
ク
着
用
、
手
指
消

毒
、
検
温
に
ご
協
力
く
だ
さ
い
。

申
し
込
み
　
新
潟
経
営
大
学
産
官
学
地

域
連
携
セ
ン
タ
ー
（
☎
53

－

３
０
０

０
）
へ
。

　
二
次
元
コ
ー
ド
か
ら
も
申

し
込
み
が
で
き
ま
す
。

※

こ
の
講
座
は
新
潟
県
の
生
涯
学
習
事

業
「
い
き
い
き
県
民
カ
レ
ッ
ジ
」
の
登

録
講
座
で
す
。

ホームページ

ホームページ ホームページ

対象条件

新設
投下固定資本総額が１億円以
上、または常用雇用者数が20
人以上。

増設
移設

投下固定資本総額が５千万円
以上、または常用雇用者の増
加数が10人以上。

新設
投下固定資本総額が５千万円
以上、または常用雇用者数が
10人以上。

増設
移設

投下固定資本総額が３千万円
以上、または常用雇用者の増
加数が５人以上。

工
場
等

事
業
所

　
目
に
不
自
由
が
あ
っ
て
も
生
活
を
楽

し
ん
で
い
る
人
の
体
験
談
や
生
活
の
知

恵
、
悩
み
な
ど
、
様
々
な
こ
と
を
語
り

合
う
「
集
ま
り
」
で
す
。

　
市
の
「
福
祉
サ
ー
ビ
ス
と
災
害
支

援
」
に
つ
い
て
の
講
演
も
予
定
し
て
い

目
の
不
自
由
な
人
た
ち
の
集
い

ま
す
。
見
え
に
く
さ
を
感
じ
て
い
る
人

や
視
覚
に
不
安
が
あ
る
人
、
そ
の
ご
家

族
も
気
軽
に
お
越
し
く
だ
さ
い
。

日

時

11
月
５
日
（
土
）
午
前
10
時

〜
正
午

会

場
　
上
条
コ
ミ
ュ
ニ
テ
ィ
セ
ン

タ
ー
大
広
間

主
催
・
問
い
合
わ
せ
　
加
茂
視
覚
障
害

者
福
祉
協
会
　
小
柳
さ
ん
（
☎
53

－

５

３
０
５
）

ホームページ
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五
番
町
ご
っ
つ
ぉ
ま
つ
り
・
加
茂
市
展
開
催

五番町
ごっつぉまつり
29 日に開催

　
お
か
ず
横
丁
で
の
お
い
し
い
食
事
や

楽
し
い
イ
ベ
ン
ト
が
盛
り
だ
く
さ
ん
。

　
４
年
ぶ
り
開
催
の
五
番
町
ご
っ
つ
ぉ

ま
つ
り
に
、ぜ
ひ
、お
越
し
く
だ
さ
い
。

日

時

10
月
29
日
（
土
）
午
前
11
時

〜
午
後
４
時

場

所
　
五
番
町
大
通
り
、
五
番
町
多

目
的
広
場

※

午
前
８
時
〜
午
後
７
時
は
大
通
り
が

車
両
通
行
止
め
で
す
。

問
い
合
わ
せ
　
商
工
観
光
課
（
☎
内
線

133
）
、
五
番
町
商
店
街
事
務
所
（
☎
53

－

２
０
５
７
）

　
同
時
に
諸
流
い
け
ば
な
展
も
開
催

さ
れ
ま
す
。

加
茂
山
公
園
の
紅
葉
と
合
わ
せ
て
、

秋
の
一
日
、
ご
家
族
や
友
達
と
芸
術
の

薫
り
に
ふ
れ
て
み
ま
せ
ん
か
。

日

時

11
月
３
日
（
木
・
祝
）
〜

７
日
（
月
）
午
前
９
時
〜
午
後
６
時

（
３
日
は
午
前
10
時
30
分
か
ら
、
７

日
は
午
後
４
時
ま
で
）

会

場
　
市
民
体
育
館

展
示
作
品
　
日
本
画
、
洋
画
、
彫

刻
、
工
芸
、
書
道
、
写
真
、
ジ
ュ
ニ

ア
部
門

入
場
料

無
料

問
い
合
わ
せ

社
会
教
育
課
（
☎
内
線

461
）

第
54
回
加
茂
市
展
が
11
月
3
日
か
ら

始
ま
り
ま
す
。

11
月
３
日
（
木
・
祝
）
の
粟
ケ
岳
山

閉
い
は
、
新
型
感
染
症
の
影
響
で
式
典

は
中
止
し
、
加
茂
山
岳
会
に
よ
る
神
事

の
み
行
う
予
定
で
す
。

　
な
お
、Ｊ
Ｒ
加
茂
駅
か
ら
の
臨
時

シ
ャ
ト
ル
バ
ス
の
運
行
は
あ
り
ま
せ

ん
。
詳
し
く
は
商
工
観
光
課
観
光
係（
☎

内
線
131
）
か
加
茂
山
岳
会
事
務
局
（
☎

52

－

８
７
６
０
）
へ
問
い
合
わ
せ
く
だ

さ
い
。

※

加
茂
山
岳
会
で
は
会
員
を
募
集
し
て

い
ま
す
。
詳
し
く
は
同
事
務
局
へ
。

粟
ケ
岳
山
閉
い
式
典
は
中
止

開催日 内　容

11月１日
（火）

11月11日
（金）

11月25日
（金） 傾聴について学ぶ

市展開催
11 月３日～７日
　　市民体育館で

こころのゲートキーパー養成講座

　ゲートキーパーは悩ん
でいる人に気づき、声を
かけ、話を聞いて見守る
人のことです。
　自分自身や家族、友人、地域でのコミュニ
ケーションが円滑になり日常の生活に役立つ
講座です。

①誰かを支えることで私達も
自分の心をさらに豊かにしま
しょう②「気づき」「傾聴」
「つなぎ」「みまもり」③相
談窓口

①ゲートキーパーとは②知っ
ておきたい精神疾患（主にう
つ病）～患者や家族の気持ち
と支援～

時　間　各日とも午前９時30分～11時30分
会　場　市役所３階会議室
講　師　百都礼子さん（産業カウンセラー）
定　員 20人（先着順）
申し込み 10月27日（木）までに健康福祉課
（☎内線165）へ。

加茂アットホームコンサート
☎53－0842

　笛人　本宮宏美さん（フ
ルート奏者・作曲家）による
アットホームコンサートです。
　小さいお子様も大歓迎で
す。
日　時　11月13日（日）
　　　　午後２時開演
会　場　文化会館小ホール
出　演　笛人　本宮宏美
入場料（全席自由席）　1,500円
※チケットは文化会館で販売しています。
　当日券は同額です。

ホームページ

ニ
ュ
ー
ス

ト
ピ
ッ
ク
ス

N E W S  T O P I C S
事故なしキャンペーン（9/26）
　26日（月）に交通事故「無し」と、加茂産日本「な
し」の宣伝普及を掛けて、交通事故「なし」キャ
ンペーンを実施しました。
　加茂地区交通安全協会など関係機関の皆さん
と、「秋の事故防止キャンペーンです」「交通事
故に気を付けてください」などと声とかけをし
ながら、国道403号線を通るドライバーに加茂
産の日本なし（あきづき）と反射たすきなどが
入った袋150袋を手渡しでそれぞれのドライ
バーに配りました。

第46回児童防火ポスター審査会（9/28）
　加茂・田上の小学生が夏休みの課題として
描いた防火啓発ポスターの審査会が、産業セ
ンター３階講習室で開かれました。加茂市・
田上町防火管理協会会長の吉田広一郎さんな
ど10人が審査員となり、審査作品数110点の
中から学年ごとに最優秀賞（1作品）、優秀賞
（5作品）、佳作（10作品）を選定しました。
　ポスター展示は10月４日（火）から各校持
ち回りで学校展示を行います。また、10月８
日～10日は公民館で、11月７日～11日は消
防署で一般展示を行います。

加茂市教育支援センター　やすらぎ　開設（9/30）
　10月から勤労青少年ホーム内に加茂市教育支援センター
「やすらぎ」を開設しました。専門スタッフが不登校や悩み
ごと抱える児童生徒、保護者の方への支援充実を目指し、教
育相談に対応します。
　開設にあたり、勤労青少年ホーム
入口には不登校経験があり看板デザ
インを手がける筆道屋さとこ（勝又理
子）さん作の看板が飾られ、スタッ
フへの応援の色紙が送られました。

車を運転するときは、早めのライト点灯をお願いします

各学年の最優秀賞

田代真奈羽さん
（加茂南小）

4年生

5年生 6年生

山田乃衣さん
（下条小）

小池美玖さん
（加茂南小）

教育相談受付・問い合わせ
教育支援センターやすらぎ
（☎0256-53-3199）
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特
定
健
康
診
査
（
集
団
）
・
胸
部
レ
ン
ト
ゲ
ン

企
業
設
置
奨
励
金
・
新
婚
生
活
支
援
補
助
金

　
市
内
に
工
場
等
を
新
設
、
増
設
ま
た

は
移
設
を
し
た
企
業
（
個
人
を
含
む
）

に
対
し
て
次
の
よ
う
な
奨
励
金
交
付
の

制
度
が
あ
り
ま
す
。

　
該
当
す
る
企
業
に
は
企
業
設
置
奨
励

金
が
交
付
さ
れ
ま
す
の
で
、
11
月
４
日

（
金
）
ま
で
に
申
請
し
て
く
だ
さ
い
。

対
象
企
業
　
令
和
３
年
中
に
市
内
に
工

場
等
（
工
場
・
事
務
所
・
倉
庫
等
、
財

貨
ま
た
は
サ
ー
ビ
ス
の
生
産
、
提
供
を

行
う
施
設
）
、
事
業
所
（
物
の
販
売
を

行
う
施
設
）
を
新
設
、
増
設
ま
た
は
移

設
し
、
次
の
表
の
条
件
に
該
当
す
る
企

業
。

※

表
中
の
投
下
固
定
資
本
総
額
と
は
、

施
設
設
置
に
要
し
た
費
用
で
、
地
方
税

法
に
規
定
す
る
固
定
資
産
税
台
帳
に
登

録
さ
れ
た
課
税
標
準
額
。

奨
励
金
の
交
付
　
当
該
施
設
に
課
税
さ

れ
た
固
定
資
産
税
お
よ
び
都
市
計
画
税

の
合
計
額
を
３
年
間
交
付
し
ま
す
。

申
請
・
問
い
合
わ
せ
　
商
工
観
光
課
商

工
振
興
係
（
☎
内
線
132
）

　
新
潟
県
が
運
営
す

る
会
員
制
の
婚
活

マ
ッ
チ
ン
グ
シ
ス
テ

ム
「
ハ
ー
ト
マ
ッ
チ

に
い
が
た
」
の
臨
時

サ
ポ
ー
ト
セ
ン
タ
ー

を
開
設
し
ま
す
。

　
サ
ポ
ー
ト
セ
ン
タ
ー
で
は
本
登
録
や

閲
覧
が
で
き
ま
す
。

　
事
前
に
二
次
元
コ
ー
ド
か

ら
来
所
予
約
を
行
っ
て
く
だ

さ
い
。

日
　時

11
月
５
日
（
土
）
午
前
10
時

30
分
〜
午
後
４
時

会
　場
　
市
立
図
書
館
２
階
視
聴
覚
室

　
意
向
調
査
で
申
し
込
ん
だ
け
れ
ど

６
、
７
月
に
受
け
ら
れ
な
か
っ
た
人

（
19
〜
69
歳
）
に
健
診
の
案
内
を
送
付

し
ま
す
。

　
ま
た
、
意
向
調
査
で
申
し
込
ま
な

か
っ
た
人
や
、
70
歳
以
上
で
健
診
を
受

け
た
い
人
も
受
診
で
き
ま
す
の
で
、
10

月
20
日
（
木
）
、
21
日
（
金
）
に
健
康

福
祉
課
健
康
づ
く
り
係
（
☎
内
線
162
）

に
申
し
込
ん
で
く
だ
さ
い
。

健
診
日

11
月
11
日
（
金
）
、
12
日

（
土
）

受
付
時
間
　
午
前
９
時
〜
11
時

特
定
健
康
診
査
（
集
団
）
や
各
種
検
診

　
　
11
月
11
、
12
日
に
産
業
セ
ン
タ
ー
で

高
次
脳
機
能
障
害
者

　
　家
族
の
つ
ど
い

企
業
設
置
奨
励
金

対
象
企
業
は
指
定
申
請
を

ハ
ー
ト
マ
ッ
チ
に
い
が
た

臨
時
サ
ポ
ー
ト
セ
ン
タ
ー

結
婚
新
生
活
支
援
補
助
金

対
　象
　
す
で
に
会
員
の
人
、
新
規
登

録
を
希
望
す
る
人

そ
の
他

・
新
規
登
録
を
希
望
す
る
人
は
事
前
に

ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
で
仮
登
録
を
済
ま
せ
、

必
要
書
類
と
そ
の
全
て
の
コ
ピ
ー
を
持

参
し
、
会
場
へ
お
越
し
く
だ
さ
い
。

・
加
茂
市
民
が
新
規
登
録
を
す
る
場
合

は
、
登
録
料
の
半
額
を
助
成
し
ま
す
の

で
、
通
帳
等
ご
自
身
の
口
座
情
報
が
分

か
る
も
の
を
持
っ
て
き
て
く
だ
さ
い
。

問
い
合
わ
せ
　
に
い
が
た
出
会
い
サ

ポ
ー
ト
セ
ン
タ
ー
（
☎
025

－

384

－

４
１

５
１
）

対
象
者
　
昭
和
37
年
４
月
２
日
〜
昭
和

54
年
４
月
１
日
生
ま
れ
の
男
性
で
ク
ー

ポ
ン
が
あ
る
人
（
検
査
時
要
持
参
）

料
　金
　
無
料

　
同
じ
立
場
の
ご
家
族
同

士
で
日
ご
ろ
の
悩
み
や
思

い
を
語
り
合
い
ま
せ
ん
か
。

日

　時

11
月
10
日
（
木
）
、
３
月

９
日
（
木
）
の
午
後
１
時
30
分
〜
３
時

会
　場
　
三
条
地
域
振
興
局
２
階
第
１

会
議
室
（
三
条
市
興
野
１
）

問
い
合
わ
せ
　
三
条
保
健
所
地
域
保
健

課
（
☎
36

－

２
３
６
３
）

胸部レントゲン検診

　40歳以上で６、７月の健診を受けら
れなかった人を対象に行います（医療
機関や人間ドック等でレントゲンを受
ける人は除く）。
　10月20日（木）、21日（金)に健康
福祉課健康づくり係（☎内線162）に
申し込んでください。
検診日 11月11日（金）、12日（土）
受付時間　午前９時～11時
会　場　産業センター　料　金　無料
定　員　両日とも100人程度
※検診車が１台のため時間がかかりま
す。
■喀たん検診
対象者　胸部レントゲン検診を受診し
次に該当する人。
▼重クロム酸。石綿等を吸う業務に従
事した、または50歳以上で喫煙指数
（１日本数×年数）が600以上の人。
料　金　1,000円（70歳以上無料）

会
　場
　
産
業
セ
ン
タ
ー

■
特
定
健
康
診
査
（
集
団
）

対
象
者

▼
19
〜
74
歳
の
国
民
健
康
保

険
加
入
者
▼
19
〜
39
歳
の
被
用
者
保
険

（
協
会
け
ん
ぽ
、
共
済
、
国
保
組
合
、

健
保
組
合
）
の
加
入
者
本
人
ま
た
は
被

扶
養
者
（
家
族
な
ど
）
で
受
診
す
る
機

会
が
な
い
人
▼
40
〜
74
歳
の
被
用
者
保

険
の
被
扶
養
者
（
受
診
券
と
保
険
証
を

持
ち
直
接
会
場
へ
、
事
前
申
込
不
要
）

▼
後
期
高
齢
者
医
療
加
入
者

料

　金

千
500
円
（
19
〜
39
歳
）
、

千
円
（
40
〜
69
歳
）

　
「
学
び
に
よ
る
地
域
社
会
の
活
性

化
」
を
目
的
と
し
た
市
民
向
け
の
生
涯

学
習
講
座
（
後
期
）
で
す
。

　
興
味
を
も
っ
た
テ
ー
マ
を
学
ん
で
み

た
り
、
学
術
や
文
化
に
親
し
み
、
生
涯

に
わ
た
っ
て
学
ぶ
楽
し
さ
を
感
じ
て
み

ま
せ
ん
か
（
参
加
費
無
料
）
。

期
　間

11
月
〜
２
月

時
　間
　
午
後
６
時
30
分
〜
７
時
30
分

新
潟
経
営
大
学

　
　
　公
開
講
座

※

被
用
者
保
険
の
被
扶
養
者
は
受
診

券
に
記
載
の
金
額
。
70
歳
以
上
は
無

料
。

■
前
立
腺
が
ん
検
診

※

特
定
健
診
と
同
時
実
施
。
た
だ

し
、
社
会
保
険
加
入
者
で
検
診
機
会

を
逃
し
た
人
は
受
診
で
き
ま
す
。

対
象
者

50
歳
以
上
の
男
性

※

前
立
腺
が
ん
等
で
医
療
機
関
に
受

診
中
や
定
期
的
に
検
査
し
て
い
る
人

は
受
診
不
要
。

料
　金
　
千
円
（
70
歳
以
上
無
料
）

■
肝
炎
ウ
イ
ル
ス
検
診

※

特
定
健
康
診
査
と
同
時
実
施
の
み
。

対
象
者
　
令
和
５
年
３
月
31
日
ま
で

に
40
歳
に
な
る
人
。

料
　金

800
円
（
70
歳
以
上
無
料
）

■
風
し
ん
抗
体
検
査

　
市
で
は
結
婚
に
伴
う
新
生
活
を
支
援

す
る
た
め
、
新
婚
世
帯
の
住
宅
に
か
か

る
費
用
や
引
越
し
費
用
に
対
し
、
最
大

30
万
円
を
補
助
し
て
い
ま
す
。

　
対
象
世
帯
や
申
請
方
法

な
ど
詳
し
く
は
市
ホ
ー
ム

ペ
ー
ジ
を
ご
覧
く
だ
さ

い
。

申
請
期
限
　
令
和
５
年
３
月
31
日
ま
で

申
請
・
問
い
合
わ
せ
　
総
務
課
政
策
企

画
係
（
☎
内
線
324
）

会
　場
　
新
潟
経
営
大
学
１
号
館
44
中

講
義
室
（
希
望
ケ
丘
）

定
　員
　
来
場
20
人
程
度
、
オ
ン
ラ
イ

ン
20
人
程
度

※

来
場
時
は
マ
ス
ク
着
用
、
手
指
消

毒
、
検
温
に
ご
協
力
く
だ
さ
い
。

申
し
込
み
　
新
潟
経
営
大
学
産
官
学
地

域
連
携
セ
ン
タ
ー
（
☎
53

－

３
０
０

０
）
へ
。

　
二
次
元
コ
ー
ド
か
ら
も
申

し
込
み
が
で
き
ま
す
。

※

こ
の
講
座
は
新
潟
県
の
生
涯
学
習
事

業
「
い
き
い
き
県
民
カ
レ
ッ
ジ
」
の
登

録
講
座
で
す
。

ホームページ

ホームページ ホームページ

対象条件

新設
投下固定資本総額が１億円以
上、または常用雇用者数が20
人以上。

増設
移設

投下固定資本総額が５千万円
以上、または常用雇用者の増
加数が10人以上。

新設
投下固定資本総額が５千万円
以上、または常用雇用者数が
10人以上。

増設
移設

投下固定資本総額が３千万円
以上、または常用雇用者の増
加数が５人以上。

工
場
等

事
業
所

　
目
に
不
自
由
が
あ
っ
て
も
生
活
を
楽

し
ん
で
い
る
人
の
体
験
談
や
生
活
の
知

恵
、
悩
み
な
ど
、
様
々
な
こ
と
を
語
り

合
う
「
集
ま
り
」
で
す
。

　
市
の
「
福
祉
サ
ー
ビ
ス
と
災
害
支

援
」
に
つ
い
て
の
講
演
も
予
定
し
て
い

目
の
不
自
由
な
人
た
ち
の
集
い

ま
す
。
見
え
に
く
さ
を
感
じ
て
い
る
人

や
視
覚
に
不
安
が
あ
る
人
、
そ
の
ご
家

族
も
気
軽
に
お
越
し
く
だ
さ
い
。

日
　時

11
月
５
日
（
土
）
午
前
10
時

〜
正
午

会

　場
　
上
条
コ
ミ
ュ
ニ
テ
ィ
セ
ン

タ
ー
大
広
間

主
催
・
問
い
合
わ
せ
　
加
茂
視
覚
障
害

者
福
祉
協
会
　
小
柳
さ
ん
（
☎
53

－

５

３
０
５
）

ホームページ
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加
茂
の
風
土
記

行
政
区
の
発
足

　
市
内
は
八
五
の
行
政
区
に
分
か
れ
て

い
ま
す
（
七
谷
一
七
・
加
茂
四
二
・
下

条
一
四
・
須
田
一
二
）。
こ
の
う
ち
七
谷

や
下
条
・
須
田
は
、
江
戸
時
代
の
村
を

基
本
に
発
展
を
遂
げ
ま
し
た
。
し
か
し
、

歴
史
的
に
町
域
と
村
域
に
区
別
が
あ
っ

た
加
茂
町
の
事
情
は
異
な
り
ま
し
た
。

行
政
区
制
が
導
入
さ
れ
た
経
緯
か
ら
、

転
換
期
に
あ
っ
た
町
の
姿
を
う
か
が
え

て
注
目
で
き
ま
す
。

　
江
戸
時
代
か
ら
、
加
茂
町
に
は
本
町
・

岡
ノ
町
・
石
川
な
ど
の
行
政
地
名
が
あ

り
ま
し
た
。こ
れ
と
別
に
、明
治
十
年（
一

八
七
七
）
に
狭
口
村
・
上
条
村
・
加
茂

町
と
矢
立
新
田
を
一
番
組
か
ら
六
番
組

に
編
成
し
、
各
組
に
戸
長
を
置
い
て
行

政
の
単
位
と
し
て
い
ま
す
（
旧
版
『
加

茂
市
史
』
上
巻
）。　

こ
の
前
史
を
経
た
大

正
十
一
年（
一
九
二
二
）

六
月
、
加
茂
町
会
で
永

井
栄
松
（
上
条
）
は
近

頃
向
上
条
・
下
上
条
あ

た
り
に
種
々
の
町
名
が

掲
示
さ
れ
て
い
る
と
質

問
し
、
恣
意
的
な
地
名

の
乱
用
に
警
鐘
を
鳴

ら
し
ま
し
た
。
こ
の
時
期
の
町
は
人
口

が
増
え
、
稠
密
に
な
っ
た
住
家
を
縫
う

よ
う
に
通
路
が
め
ぐ
り
、
変
貌
の
渦
中

に
あ
り
ま
し
た
。
栄
松
の
指
摘
に
ほ
か

の
町
議
も
賛
同
し
、
こ
の
際
全
町
に
わ

た
り
、
歴
史
そ
の
他
に
よ
り
ふ
さ
わ
し

い
名
称
を
定
め
る
こ
と
が
必
要
と
浅
見

鶴
吉
（
駅
前
、
の
ち
秋
房
）
が
改
め
て

提
案
し
、
全
会
一
致
の
議
決
を
み
ま
す

（「
加
茂
町
会
々
議
録
」大
正
11・６・20
）。

　
こ
の
議
論
を
経
て
、
翌
年
二
月
の
町

会
で
、
町
は
加
茂
川
の
上
流
か
ら
下
流

へ
順
に
番
号
を
振
り
、
第
一
区
か
ら
第

二
十
四
区
の
呼
称
で
行
政
区
制
を
布
く

こ
と
を
諮
り
ま
し
た
。
し
か
し
、
前
年

の
町
会
で
議
決
さ
れ
た
の
は
町
名
混
乱

の
是
正
で
す
。
こ
の
点
を
衝
き
、
永
井

栄
松
は
「
行
政
区
は
町
名
改
正
と
一
致

の
必
要
な
き
か
」
と
質
問
し
ま
し
た
が
、

議
長
兼
助
役
の
丘
山
堅
は
両
方
を
同
時

に
す
る
必
要
は
な
い
と
説
明
し
て
い
ま

す（「
加
茂
町
会
議
録
」大
正
12・２・26
）。

こ
の
質
疑
は
、
住
民
の
生
活
を
反
映
す

る
町
会
と
行
政
の
立
場
の
す
れ
違
い
を

浮
き
彫
り
に
し
て
い
ま
す
。

　
産
業
の
発
展
を
背
景
に
、
大
正
期
の

町
は
著
し
く
財
政
を
拡
充
し
、
行
政
の

役
割
は
急
拡
大
を
遂
げ
ま
し
た
。
町
会

で
区
長
の
職
務
を
問
わ
れ
た
丘
山
助
役

は
、①
町
長
が
担
う
行
政
事
務
の
補
佐
、

②
町
民
等
へ
の
方
針
徹
底
、③
多
数
意
見

を
聞
き
取
り
、
町
政
の
参
考
に
資
す
る

こ
と
を
挙
げ
、
そ
の
範
囲
を
一
般
行
政

事
務
に
等
し
い
と
述
べ
て
い
ま
す
。
一

部
の
町
議
は
区
長
を
名
誉
職
と
理
解
し

て
い
ま
し
た
が
、
実
際
に
選
任
さ
れ
た

顔
ぶ
れ
に
は
町
を
代
表
す
る
実
業
家
や

政
治
家
が
並
ん
で
い
ま
す
。
こ
の
実
力

を
背
景
に
、
町
会
の
議
決
を
読
み
換
え

て
導
入
さ
れ
た
行
政
区
制
は
、
町
政
に

定
着
し
て
い
き
ま
し
た
。

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　（
中
澤
資
裕
）

加茂町の区長（『新潟新聞』大正12.3.28） 
※第 14区の区長は田下政治の誤り

え
い
ま
つ

け
い
し
ょ
う

か
ち
ゅ
う

し
ゅ
じ
ゅ

し
い
て
き

ち
ゅ
う
み
つ

じ
ゅ
う
か

へ
ん
ぼ
う

さ
い

つ
る
き
ち

つ

は
か

け
ん

ぬ

し

か
た
し

い
ち
じ
る

加
茂
市
へ

▼
東
北
電
力
ネ
ッ
ト
ワ
ー
ク
株
式
会
社

　
新
潟
県
央
電
力
セ
ン
タ
ー
様
か
ら
　

　
　
　
　
　
　
　
Ｌ
Ｅ
Ｄ
街
路
灯
15
灯

消
費
生
活
情
報

む
か
い

し
も

「広報かも」は加茂市
ホームページまたは行政
情報アプリ「マチイロ」
からもご覧になれます。

スマホで
広 報 誌

お
詫
び

　
広
報
か
も
９
月
号
（
№
795
）
18
ペ
ー

ジ
「
あ
り
が
と
う
」
の
中
村
謙
二
様
の

作
品
名
に
誤
り
が
あ
り
ま
し
た
。

　
誤
　
聖
城
の
門

　
正
　
聖
域
の
門

　
お
詫
び
し
て
訂
正
し
ま
す
。
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加
茂
の
風
土
記

行
政
区
の
発
足

　
市
内
は
八
五
の
行
政
区
に
分
か
れ
て

い
ま
す
（
七
谷
一
七
・
加
茂
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茂
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狭
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茂
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史
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市民憲章  第１条（環境） 豊かな自然を大切にし　住みよいまちをつくります

カ
レ
ン
ダ
ー
・
商
店
街
無
料
W
i

-

F
i

26
㈬
大安

27
㈭
赤口

28
㈮
先勝

29
㈯
友引

30
㈰
先負

31
㈪
仏滅

25
㈫
仏滅

2
㈬
赤口

3
㈭
先勝

4
㈮
友引

5
㈯
先負

6
㈰
仏滅

・定期露店市場

・休館（民俗資料館）

・補聴器相談　市役所相談室４　11：00～12：00
・休館（文化会館、温水プール、BBC）

・心配ごと相談
　　　　　　　市役所相談室３ 9：00～15：00
・休館（ＢＢＣ）

　休日当番医　監物小児科医院
 　　　　 ☎５２－０８００ 9：00～17：00
・水源地「炭焼き体験」※要予約
　　　　　　水源地炭焼き小屋　11：00ごろから

・定期露店市場
・休館（市立図書館、民俗資料館、各コミセン）

・なんでも健康相談
　　　　　　　　ゆきつばき荘 9：30～11：30
・400mℓ献血 市役所１階ロビー 9：30～11：30
・読もう、語ろうイギリス文学
　　　　　　　　　市立図書館　10：00から
・休館（ＢＢＣ）

・休館（文化会館、温水プール）

・定期露店市場

・古典文学の集い・万葉集
　　　　　　　　　市立図書館　10：00から

・行政相談　　市役所相談室１ 9：00～11：30
・心配ごと相談
　　　　　　　市役所相談室３ 9：00～15：00
・休館（美人の湯、BBC）

・休館（市立図書館、民俗資料館、各コミセン）

10月・11月

24
先勝

10月

㈪

1
大安

11月

㈫

　文化の日
　休日当番医
　　いからし小児科アレルギークリニック
 　　　　 ☎５３－２２５０ 9：00～17：00
・総体　サッカー（小学生）
　　　　　　加茂市サッカー場 9：30から
　　　　駅伝　陸上競技場周辺　10：00から
・第54回市展（会期は11月７日まで、３日は10：30
　から開催、７日は16：00まで）
　　　　　　　　　市民体育館 9：00～18：00
・休館（市立図書館、民俗資料館）

　休日当番医　ながば耳鼻咽喉科医院
 　　　　 ☎５３－０７５１ 9：00～17：00
・休館（民俗資料館）

※11月10日（木）の「けんこう栄養相談会」は中止します。　問い合わせ　健康福祉課健康づくり係（☎内線165）

月 日 休日当番医 ☎
10／23（日）鷲塚内科医院 ５２－２０５４

30（日）監物小児科医院 ５２－０８００

11／３（木・祝）いからし小児科アレルギークリニック ５３－２２５０
6（日）ながば耳鼻咽喉科医院 ５３－０７５１
13（日）堀内医院 ５２－０９５３

駅前～新町商店街などで
無料Wi-Fi フリースポット

'freespot'=SecurityPassword(AES)
freespot

ＳＳＩＤ

ホームページ

パスワード
※フリースポット（無料Wi-
Fi）は駅前商店街～新町雁木
通り商店街のほかに、市役
所、市立図書館、産業セン
ター、加茂七谷温泉美人の湯、
BBC、各コミセン、文化会館で
も利用できます。

ＤＪ松永さんをトークゲストに迎え、県内出身の若手
アーティスト５組（乙川ともこ、カタソビ、KaREN from
T-ROOP、駒音、原生真）が出演します。
　詳しくは、新潟県文化祭公式サイトをご覧ください。
開催日　11月27日（日）午後１時30分～４時
会　場　聖籠町文化会館（聖籠町大字諏訪山）
料　金　無料（要事前申し込み）
申込期限　11月10日（木）※応募多数の場合抽選。

新潟県文化祭 2022「にいがた LIVE！」
　　 （下越会場）観覧者募集

ホームページ
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編
集
・
発
行
　
加
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役
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総
務
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㈱
小
野
塚
印
刷
所

人口のうごき　10月1日現在 世帯　10,135 (+6) 人口　25,186  (-38)　
男　12,305  (-17)　女　12,881  (-21)　（　）内は前月比
（9月異動分）出生6 (男3 女3)　死亡33 (男 17 女 16)　転出37　転入26

【有料広告】

総務課広報広聴係
（☎内線 327）

Instagramで加茂の様子や風景の写真、自
分で描いた絵を「#かもぴく」をつけて投稿し
ていただいた中から、 1枚ご紹介します。

期
日
　
９
月
25
日
（
日
）

会
場
　
冬
鳥
越
ス
キ
ー
ガ
ー
デ
ン
周
辺

　
　

周
回
コ
ー
ス

出
場
・
完
走
者
数

44
人

【
２
㎞
コ
ー
ス
】

▼
小
学
生
男
子
の
部
①
岩
澤
侑
樹
（
三

条
市
立
須
頃
小
）②
渡
辺
琉
斗
（
新
潟

市
立
巻
南
小
）③
織
原
大
和
（
須
田
小
）

▼
小
学
生
女
子
の
部
①
中
村
想
帆
（
田

上
町
立
羽
生
田
小
）②
土
田
琴
音
（
新

潟
市
立
大
通
小
）③
西
方
彩
花
（
長
岡

市
立
大
島
小
）▼
壮
年
女
子
の
部
①
皆

川
敬
子
②
青
栁
美
和
子
③
珊
瑚
敦
子

▼
一
般
高
校
女
子
の
部
①
西
方
愛
恵

（
い
ろ
は
会
計
）

【
３
㎞
コ
ー
ス
】

▼
中
学
生
男
子
の
部
①
遠
藤
真
心
（
新

潟
市
立
両
川
中
）②
岩
澤
春
樹
（
三
条

市
立
第
一
中
）③
高
井
聖
芽
（
加
茂
中
）

▼
壮
年
男
子
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ちょこっと SDGsちょこっと SDGs
　巷で話題の「SDGｓ」について、ちょこっと学
んでいくコーナーです。第 2 回目は目標 2「飢餓」
を取り上げます。

　持続可能な開発目標（SDGs：Sustainable Development 
Goals）とは、2030 年までに持続可能でよりよい世界を目指す国
際目標です。
　17 のゴール・169 のターゲットから構成され、地球上の「誰一
人取り残さない（leave no one behind）」ことを誓っています。

目標 2「飢餓」
飢餓を終わらせ食料安全保
障及び栄養の改善を実現し
持続可能な農業を促進する
　目標２のターゲットには、食糧生産性の向上
や、貧困などで脆弱な立場にある人々に安全
かつ栄養のある食料を得られるようにすること
が示されています。フードバンクやフードドライ
ブに無理のない範囲でのご協力をお願いしま
す。

参考：外務省ＨＰ
（https://www.mofa.go.jp/mofaj/gaiko/oda/sdgs/about/index.html）
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